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私の父は、このバンドの名付け親であった。浜松で定期的にジャズ・

コンサートを主催していた父は、20 年親交を温めてきた井上淑彦の

復帰コンサートを 『fuse』と題した。そのときのバンドがそのまま fuse

となったことは、あちこちで書かれている通りだ。

2000 年夏、天竜川が横切る浜松北部の町、鹿島の河川敷で、毎

年恒例の花火大会が行なわれていた。私たち家族３人と井上氏は、

その河川敷に横たわって打ち上げ花火を見ていた。片田舎の山間の

花火もまた趣がある、ということを私たちは初めて知った。すぐ近くに

迫る山に、花火の破裂音がこだまする。そんなのどかな雰囲気の中、

花火を見上げていた我々の胸中は複雑だった。末期癌に侵されていた

父は、来年ここに居ることはないだろうと。ただ、花火を見ていた瞬間

は、無心になれたのは間違いない。

それから１ヵ月が過ぎ、我々一家は横浜ドルフィーでの fuse のライ

ヴに足を運んだ。そこで披露されたのが、〈Fireworks〉という曲である。

井上氏がどんな気持ちでこの曲を書いてくれたのか、本当によく分かっ

た。彼は「花火を見たときの思い出というか、心境を曲にしたものです」

などとよくMC で言っているし、この曲を収録した『Grasshopper』の

ライナーでもそのことについて触れている。あくまで私の解釈だが、“そ

の一日の出来事” ではなく、父と彼との 20 年にわたる親交があった上

でのその日のことを描いているのだと思う。父が

他界してから６年が過ぎたが、今でも母はこの曲

を聴くと涙ぐむ。

…と、ここまでが私たち一家と〈Fireworks〉と

の関係だが、“そんな曲だから心して聴いてほしい”

というつもりは全くないし、むしろ少なくとも私は、

聴き手は自由に受け止めるべきだと思っている。

引き合いに出したのは、待望の fuse のライブ盤についてこの曲を例に

して話を進めたいからだ。

2005 年秋、Motion Blue YOKOHAMA で行なわれた本作『LIVE』

の収録には、私も母も足を運ぶことが適わなかった。そしてその制作

進展が気になっていた2006年夏、井上氏に聞いたところ「その前に録っ

たものも良くて、それも入れたいから２枚組にしたい」と言う。そして、

完成した本作は、たっぷり２時間強。まるまる２ステージ分が楽しめる

と思うとそれだけでワクワクした。

もちろん、内容は期待以上だった。まず DISC 1 は山手ゲーテ座で

のテイク。〈BIRTH OF LIFE〉からいつの間にか〈I KIN YE〉へ移り

変わる 30 分のトラックで幕を開ける。まるで組曲のように次 と々情景

が変わる。そして静寂の極みを音で表わしたかのような〈Watasuge〉。

続いて坂井紅介の荒 し々いベース・ソロで始まる〈North Rider〉。ファ

ンク然としたエンディングなどは、既に別の曲とも言えるほどの展開を

見せる。続いて＜ Witch-Tai-To ＞。これまで聴いたライヴ・テイクよ

りも、ポップ・ソング然としたアプローチで楽しく聴ける。

ここまででも相当満足。思わず顔がほころんでしまうほどだが、ま

だ半分だと思うとなんとぜいたくなことか。Motion Blue での収録の

DISC2 は〈Grasshopper〉でスタート。中盤の井上×ツノ犬の掛け合

いもさることながら、後半のルバートからテンポ・アップの流れのスリ

リングさといったら無い。

そしていつ聴いても神秘的なまでの深さを感じる〈Yoshi-ga-daira〉

に続き〈Fireworks〉。正直、毎回この曲がどう演奏されるのか緊張す

るが、今作ではゆったりとしていて、どことなく軽快・愉快でファンキー。

これを聴いて、私は心底安心したのだ。

私にとって、一生忘れがたいあの日のこと。しかし、それは同じ場

所・時間を共有していたほかの多くの観客にとって、全く違う形で記憶

に残っているはずだ。本作では、のんびりした田舎の花火大会の情景

だけが私には浮かんでくる。特別な日と日常は、常に隣り合わせだし、

私の個人的な気持ちと、音楽とはできるだけ切り離しておきたい。そう

でないと、音楽が音楽として聴こえなくなる。思い出は思い出であるべ

きだし、また前に進む力になるべきなのだ。

そして最後は〈Flood〉でフリーキーに幕を引く。

これだけ長い作品なのに、全く聴き疲れせずにただひたすら満足感

が残るのは、彼らの演奏が真に自由だからだと思う。自由な音楽は、

聴き手までも自由にしてくれる。だから興奮もできるし、リラックスもで

きるのだ。

父は “融合”という意味で “fuse”という言葉を思いついたが、実は “導

火線・起爆剤” という意味もあるらしい。偶然とは言え、多義的なこの

バンドの名前は、その音楽性をシンプルに示しているように思う。そして、

このアルバムのリリース・ツアーでは、また異なる顔も見せてくれるはず。

そう考えると、本作が３倍くらい楽しめるように思う。

名は体を表す

■パーソネル
井上淑彦 (ss, ts)　
田中信正 (pf)　
坂井紅介 (b)　
ツノ犬 (ds)

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
最
大
限
に
生
か
し
た
演
奏
が
つ
く

り
出
す
フ
ュ
ー
ズ
の
、
ジ
ャ
ズ
の
、
グ
ラ
マ
ラ
ス
で

サ
イ
レ
ン
ト
な
美
貌
を
捉
え
た
初
の
ラ
イ
ブ
盤
。

Disc 1
　01. Birth of Life ～ I Kin Ye
　02. Watasuge
　03. North Rider
　04. Witchi-Tai-To
Disc 2
　01. Grasshopper
　02. Yoshi-ga-daira
　03. Fire Works
　04. Flood
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キ
リ
ン
ジ
の
〈Drifter

〉
と
い
う
恋
愛

歌
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
昨
年
の
晩
秋
の

宵
だ
っ
た
。
都
市
生
活
者
の
漂
白
と
定
住

の
乖
離
を
見
事
に
描
い
た
同
歌
の
、「
た

と
え
鬱
が
夜
更
け
に
目
覚
め
て
／
獣
（
け

だ
も
の
）
の
よ
う
に
／
襲
い
か
か
ろ
う

と
も
」
と
い
う
ル
フ
ラ
ン
に
文
字
ど
お
り

打
ち
震
え
、
街
を
歩
き
な
が
ら
何
度
も
何

度
も
く
り
返
し
て
は
聴
い
た
。
が
、
堀
込

高
樹
が
紡
い
だ
深
い
詞
の
全
体
像
を
咀
嚼

し
、
全
行
の
意
味
を
把
握
し
た
の
は
師
走

の
街
角
、美
術
館
へ
向
か
う
途
上
で
の
〝
啓

示
〟
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
綴
り

出
す
と
切
り
が
な
い
の
で
止
め
る
が
、
詞

の
最
後
に
「
ム
ー
ン
・
リ
ヴ
ァ
ー
を
渡
る

よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
／
踏
み
越
え
て
ゆ
こ

う
／
あ
な
た
と
」
と
い
う
描
写
が
あ
り
、

決
定
打
的
な
求
愛
の
一
行
が
続
く
の
だ

が
、
そ
の
締
め
の
言
の
葉
は
こ
れ
か
ら
聴

く
人
の
た
め
の
敢
え
て
伏
せ
て
お
こ
う
。

と
に
か
く
06
年
の
師
走
は
件
の

〈Drifter

〉
ば
か
り
、
じ
ぶ
ん
で
も
呆
れ
る

く
ら
い
リ
プ
レ
イ
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、

さ
す
が
に
新
春
の
三
が
日
は
聴
く
の
を
控

え
た
。
そ
の
シ
リ
ア
ス
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
詞
の
全
貌
が
完
全
に
血
肉
化
し
、
も
は

や
虚
構
の
世
界
と
じ
ぶ
ん
の
心
象
の
境
界

さ
え
曖
昧
に
な
っ
て
結
構
、
あ
ぶ
な
い
心

音
を
自
覚
し
た
か
ら
だ
。
代
わ
り
に
ド

ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
本
作
、『
ム
ー
ン･

リ
ヴ
ァ
ー
』
ば
か
り
を
く
り
返
し
聴
い
て

松
の
内
を
過
ご
し
た
。
出
来
す
ぎ
た
構
図

と
映
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
当
の
話
だ
。

年
末
最
後
の
宅
配
便
で
届
い
た
の
が
、
こ

の
素
敵
な
ソ
ロ･

ピ
ア
ノ
作
品
集
だ
っ
た

の
だ
か
ら
…
。

N
Y
生
活
48
年
の
都
会
派
ピ
ア
ニ
ス
ト

が
生
ん
だ
音
楽
的
結
晶
の
本
作
は
、「
摩

天
楼
の
素
描
」
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
構
成
の
背
景
に
〝
あ
れ
か
ら
５
年
〟
と

い
う
鎮
魂
の
情
を
読
む
こ
と
も
あ
な
が
ち

間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。
冒
頭
の
〈
ム
ー

ン･

リ
ヴ
ァ
ー
〉
の
旋
律
が
流
れ
て
き
た

瞬
間
、
あ
の
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の
朗

読
声
が
脳
裡
を
掠
め
た
り
も
す
る
。
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
11
年
め
の
東
京
に
生

き
る
昨
今
の
じ
ぶ
ん
の
焦
燥
感
さ
え
も
、

枯
淡
の
指
先
が
奏
で
る
美
音
に
心
地
よ
く

溶
か
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
だ
。

川
端
康
成
の
「
雪
国
」
が
発
表
さ
れ
た

１
９
３
５
年
の
五
月
、
ド
ン
・
フ
リ
ー
ド

マ
ン
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
生
ま
れ
て
い
る
。
が
、
５
歳
で

弾
き
始
め
た
ピ
ア
ノ
少
年
が
そ
の
後
、
ウ

エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
・
ジ
ャ
ズ
よ
り
は
「
ク
ー

ル
の
誕
生
」
以
降
の
東
海
岸
志
向
に
目
覚

め
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
の
発
展
・
継
承
に

半
生
を
捧
げ
た
事
実
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
彼
が
西
海
岸
に
背
を
向
け
て
、
憧
れ

の
地
N
Y
に
活
動
拠
点
を
移
し
た
の
は

エ
ル
ヴ
ィ
ス･

プ
レ
ス
リ
ー
が
徴
兵
さ
れ

た
１
９
５
８
年
の
こ
と
。
本
人
は
「
自
分

の
音
楽
を
追
及
す
る
の
に
最
適
な
場
所
を

求
め
た
結
果
だ
よ
」
と
当
時
を
述
懐
し
て

い
る
が
、
以
来
48
年
間
暮
ら
す
N
Y
、
摩

天
楼
の
街
へ
寄
せ
る
想
い
は
人
一
倍
深
い

の
は
本
作
が
証
左
し
て
い
る
。

も
う
一
度
、〈
ム
ー
ン･

リ
ヴ
ァ
ー
〉
へ

戻
ろ
う
。
同
曲
は
映
画
『
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

で
朝
食
を
』
の
主
題
歌
、
オ
ー
ド
リ
ー
・

ヘ
プ
バ
ー
ン
の
歌
唱
で
ア
カ
デ
ミ
ー
主
題

歌
賞
に
輝
い
た
の
は
有
名
な
話
。
注
目
す

べ
き
は
ド
ン
書
下
ろ
し
の
〈
オ
ー
タ
ム･

カ
ラ
ー
ズ
〉
を
挟
ん
で
、
３
曲
目
の
〈
捧

ぐ
る
は
愛
の
み
〉
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
る
流
れ
で
、
実
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ー
ド
』（
１
９
２
８
年
上
演
）

の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
同
曲
の
誕
生

秘
話
に
も
深
く
、
５
番
街
の
老
舗
宝
石
・

貴
金
属
店
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
」
が
関
係
し

て
い
る
と
い
う
。
作
曲
者
の
作
曲
者
の
ジ

ミ
ー
・
マ
ク
ヒ
ュ
ー
が
あ
る
日
、
同
店

の
前
を
通
っ
た
際
に
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ

を
熱
心
に
覗
き
込
む
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
こ

ん
な
会
話
が
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
た
と
い

う
。「
こ
ん
な
宝
石
を
贈
り
た
い
気
持
ち

は
山
々
だ
け
ど
、
今
の
僕
が
き
み
に
あ
げ

ら
れ
る
の
は
こ
の
愛
だ
け
な
ん
だ
…
」、

件
の
作
曲
者
が
〝
書
を
捨
て
よ
、
街
へ
出

よ
う
！
〟
と
叫
ん
だ
か
は
定
か
で
な
い
け

れ
ど
も
、
お
こ
ぼ
れ
で
最
高
の
ヒ
ン
ト
を

授
か
っ
た
彼
は
そ
の
足
で
近
隣
の
楽
器
店

に
飛
び
込
ん
だ
。
そ
し
て
ピ
ア
ノ
を
借
り
、

そ
の
場
で
書
き
上
げ
た
作
品
が
こ
の
曲
だ

と
い
う
。
そ
れ
こ
そ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
一

幕
的
な
逸
話
だ
が
舞
台
が
N
Y
ゆ
え
に

「
ら
し
い
実
話
」
だ
し
、
本
作
の
導
入
部

と
し
て
も
構
成
が
洒
落
て
い
る
。

ま
た
、
前
掲
の
〈
オ
ー
タ
ム･

カ
ラ
ー

ズ
〉
を
始
め
、〈
枯
葉
〉
や
〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
秋
〉
が
選
曲
さ
れ
て
い
る
辺
り
、
ド

ン
が
最
も
愛
す
る
季
節
と
街
の
美
観
は
歴

然
だ
。
で
、
ゲ
ッ
ツ
／
ジ
ル
ベ
ル
ト
の
名

共
演
で
も
知
ら
れ
る
５
曲
目
の
〈
コ
ル
コ

バ
ー
ド
〉
で
〝
静
か
な
夜
〟
を
演
出
し
た

あ
と
は
、
N
Y
の
夜
の
喧
騒
と
若
き
群
像

を
活
写
し
て
世
界
的
ヒ
ッ
ト
を
生
ん
だ
映

画
『
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
』（
１
９
６
１
）

の
挿
入
歌
〈
ト
ゥ
ナ
イ
ト
〉
が
置
か
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
〈
ホ
ワ
ッ
ツ
・
ニ
ュ
ー
〉

を
挟
ん
で
、
晴
れ
の
舞
台
を
夢
見
て
競
う

芸
人
た
ち
の
青
春
を
描
い
た
映
画
『
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
』（
１
９
４
１
）
か
ら
生
ま

れ
た
ジ
ュ
デ
ィ･

ガ
ー
ラ
ン
ド
の
大
ヒ
ッ

ト
曲
〈
ハ
ウ･

ア
バ
ウ
ト･

ユ
ー
〉
へ
と
続

き
、
こ
の
摩
天
楼
の
素
描
集
は
音
楽
的
観

光
の
コ
マ
を
心
地
よ
く
進
め
て
ゆ
く
。

イ
ー
ス
ト･

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
代
表
的
ジ
ャ

ズ･

ク
ラ
ヴ
で
夜
な
夜
な
く
り
広
げ
ら
れ

た
熱
演
の
記
憶
を
髣
髴
と
さ
せ
る
よ
う
な

ベ
ニ
ー
・
ゴ
ル
ソ
ン
の
名
曲
〈
フ
ァ
イ
ヴ
・

ス
ポ
ッ
ト･

ア
フ
タ
ー･

ダ
ー
ク
〉、
数
々

の
名
演
を
残
す
〈
パ
リ
の
四
月
〉
と
対
関

係
と
も
い
わ
れ
る
ヴ
ァ
ー
ノ
ン･

デ
ュ
ー

ク
作
詞
・
作
曲
の
〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
秋
〉、

そ
し
て
最
後
を
飾
る
の
は
コ
ー
ル･

ポ
ー

タ
ー
が
書
い
た
不
朽
の
名
作
〈
エ
ヴ
リ
タ

イ
ム
・
ウ
イ
・
セ
イ
・
グ
ッ
ド
バ
イ
〉。

N
Y
に
寄
せ
る
想
い
と
ド
ン
の
ジ
ャ
ズ
愛

に
満
ち
た
一
枚
だ
。
ム
ー
ン
・
リ
ヴ
ァ
ー

を
渡
る
余
韻
で
頭
か
ら
も
う
一
回
！

text b
y JazzTo

d
ay

編
集

部

Don Friedman
耳
の
摩
天
楼
観
光
を
堪
能
で
き
る

リ
リ
カ
ル
な
一
枚
。

ドン･フリードマン

004 005
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01. ムーン・リヴァー
02. オータム・カラーズ　★
03. 捧ぐるは愛のみ
04. 枯葉
05. コルコヴァード
06. トゥナイト
07. ホワッツ・ニュー
08. ハウ・アバウト・ユー
09. ファイヴ・スポット・アフター・ダーク
10. ワルツ・フォー・マリリン　★
11. ニューヨークの秋
12. モンクス・ムード
13. エヴリタイム・ウイ・セイ・グッドバイ

★ドン･フリードマン　書き下ろし曲

■パーソネル
    ドン・フリードマン (piano)
     2006 年 9 月 8 日、東京録音

ムーン・リヴァー / ドン･フリードマン

都会派ピアノの詩人が独
モノローグ 

白で綴る摩天楼の肖像。

Eighty-Eight’s
VRCL-18837  (Hybrid / CD & Super Audio CD)  
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2007/1/24 RELEASE
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2006 年１月 12 日夕刻。破壊と叙情、

執念と純真を同居させたピアニストの本田

竹広が、宿志たる浄土の浜へと旅立った。

ジャズ・シーンにそびえる規制の枠を、野

性的本能に従い無骨に飛び越えてみせたあ

の蛮カラが…。ビート感に溢れ、黒 と々した

ソウルを満面にし、いかにもロマンティスト

らしい小節を入れて聴き手の多くを陶酔さ

せた。狂気を垣間みせた激しいフォービー

ト、南海の微風を思わす爽やかなフュージョ

ン、自ら一体化してみせたアフリカ音楽、滴

るような叙情に没頭して臨んだ日本唱歌、

ベートーヴェンの本質にも迫るクラシック演

奏。あらゆる奏法、あらゆるライヴ演奏や残

された作品の中に、氏の真の姿は点描され

ていた。1994 年、脳血栓。1995 年、脳

梗塞。1997 年、再度の脳内出血。左半身

が麻痺し、骨が砕かれ、心臓が肥大し、肺

に水が溜まってもまだリサイタルやライヴ出

演をくり返し、死の前夜のステージも成功さ

せ、最期の刻まで相棒たるピアノから離れる

ことをしなかった。そんな本田竹広につい

て息子の本田珠也に聞いてみた。

＊

90 年代、竹広は３度も脳障害による闘

病生活をくり返した。

「よくやってたと思うよ。あの状態なのに、

精力的にライヴ・ハウスに出ていた。病院で

『珠也が一緒にやりたいと言ってくれたのが

復帰への励みになった』と言っていたようだ

けど、直接アリガトウなんて言われたことは

ないし、それを言っちゃあ面白くないよね。

ただ、３回目の入院ではもう復帰も無理か

と思った。病院の先生からも『もうダメよ、

この人』なんて言われたんだからね」

同時に腎臓を悪化させ、人工透析も受け

007http://www.thonda.com/

新譜・新刊

ライヴ･アット･鹿児島 USA Vol.1  オレオ　

		  (AD) MHACD-2315 ￥2,500

ライヴ･アット･鹿児島 USA Vol.2  朝日の如く爽やかに

		  (AD) MHACD-2316 ￥2,500

ふるさと -On My Mind- 未発表テイク集　

		  (TE) TECD-25538 ￥2,500

ジス･イズ 本田竹広 ウィズ･マイ･ソウル　

	             	 (MK) ISBN978-4-901317-60-3 ￥2,625

旧譜

本田竹彦の魅力／本田竹彦＋渡辺貞夫 5

	                 	 (AMJ) ABCJ-377 ￥2,500

ザ・トリオ		  (AMJ) ABCJ-343 ￥2,500

浄土　		  (AMJ) ABCJ-375 ￥2,500

アイ･ラヴ･ユー　	 (AMJ) ABCJ-342 ￥2,500

ホワッツ･ゴーイング･オン  　	 (AMJ) ABCJ-341 ￥2,500

ミスティ／ T. ホンダ＋ママ "T"	 (AMJ) ABCJ-376 ￥2,500

ジス･イズ･ホンダ	 (AMJ) ABCJ-272 ￥2,500

サラーム･サラーム　	 (UM) UCCJ-4050 ￥2,000

ダウン･ストレッチ／エディ･ゴメス with 本田竹曠　

		  (AMJ) ABCJ-344 ￥2,500

アナザー･デパーチャー　	 (VIC) VICJ-61421 ￥2,000

リーチング･フォー･ヘヴン　	 (VIC) VICJ-61422 ￥2,000

イッツ･グレイト･アウトサイド　	 (VIC) VICJ-61423 ￥2,000

ネイティブ･サン／ネイティブ･サン

		  (VIC) VICJ-61424 ￥2,000

サバンナ･ホット･ライン／ネイティブ･サン　

		  (VIC) VICJ-61425 ￥2,000

コースト･トゥ･コースト／ネイティブ･サン

		  (VIC) VICJ-61426 〜 27 ￥3,500

シャイニング／ネイティブ･サン

		  (VIC) VICJ-61428 ￥2,000

リゾート／ネイティブ･サン　	 (UM) UCCJ-4043 ￥2,000

カーニヴァル／ネイティブ･サン　

		  (UM) UCCJ-4044 ￥2,000

ガンボ／ネイティブ･サン　	 (UM) UCCJ-4045 ￥2,000

デイブレイク／ネイティブ･サン　

		  (UM) UCCJ-4046 ￥2,000

ヴィアー／ネイティブ･サン　	 (UM) UCCJ-4047 ￥2,000

アグンチャ／ T.HONDA& ネイティブ･サン　

		  (UM) UCCJ-4048 ￥2,000

スクエア･ゲーム／ザ･クァルテット　

		  (UM) UCCJ-4049 ￥2,000

マイ･ファニー･ヴァレンタイン／本田竹曠 , 井野信義 , 森山威男　

		  (SMJ)SICP-1168 ￥1,890

イン･ア･センチメンタル･ムード／本田竹曠 , 井野信義 , 森山威男　	

		  (SMJ)SICP-1169 ￥1,890

バック･オン･マイ･フィンガーズ	 (BMG) BVCJ-37535 ￥2,310

アーシアン･エアー　	 (BMG) BVCJ-37536 ￥2,310

シー･オール･カインド　	 (BMG) BVCJ-37537 ￥2,310

イーズ／本田竹曠 EASE　	 (BMG) BVCJ-37538 ￥2,310

ブギ･ボガ･ブー　	 (BMG) BVCJ-37539 ￥2,310

ナウ･オン･ザ･ブルース　	 (VM) VRCL-3022 〜 23 ￥3,990

ふるさと -On My Mind-　	 (TE) TECD-39511 〜 12 ￥3,950

紀尾井ホール ピアノリサイタル	 (TE) TECD-25526 ￥2,500

A M J ： ( 株 ) アブソード ミュージック ジャパン
V I C ： ビクター エンタテインメント ( 株 )
U M ： ( 株 ) ユニバーサル ミュージック
S M J ： ( 株 ) ソニー・ミュージックジャパンインターナショナル
B M G ： ( 株 ) BMG JAPAN
V M ： ( 株 ) ヴィレッジ ミュージック
T E ： ( 株 ) テイチク エンタテインメント
A D ： ( 株 ) アケタ
M K ： ( 株 ) 街と暮らし社

はじめた。それからは信じられないような厳

しいリハビリに臨み、まさに奇跡的復帰劇

をみせた。

「最後まで正常ではなかったからダメという

医者の言い方は間違ってはいなかった。だ

けど、存在を示すための生き方って、そん

な状態でも人間にはできるわけよ。親父に

とってはピアノがすべてで、それを弾くこと

があの人の生き方だった。片手がなくなろう

が片足がなくなろうが、あの人は弾けること

が人生なんだよ」

まだ完全ではない体で、珠也とともに『ふ

るさと -On My Mind-』を吹き込む。これが

竹広最後のスタジオ録音となった。

「あそこで親父は『今のオレにしか出せな

い音だ』って言っていた。悟ったんだよ。

演奏に迷いがなくなったんだ。まだ指が動

かない時、病院のリハビリ施設にあったピ

アノで偶然、〈赤とんぼ〉のメロディが出て

きた。それもきっかけだったけど、以前から

よくイントロで〈さくらさくら〉とか〈浜辺の

歌〉とか童謡唱歌はよく弾いてきたし、あま

り指が動かないようならそんな曲だけでアル

バムを作ってもいいじゃないって、オレから

そう提案したんだ。初めはちょっと躊躇して

たみたいだけど、あれはスタジオの中で二

人でこうしようって考えながら作っていった、

最初で最後の共作と言えるかもね」

本田竹広 (p)、米木康志 (b)、本田珠也 (ds)

のオリジナル・トリオは一昨年 12 月 17 日、

吉祥寺ストリングスでのライヴが最後となっ

た。

「覚えてるよ。珍しく〈ノー・モア・ブルー

ス〉やったりして。最晩年になってまた、こ

のトリオでそういう曲をやりたくなっていたん

だと思う。あの時の演奏は最高だった。まあ、

親父とやる時はいつだって最高だけどね、

アハハハ。じつは紀尾井ホールでやったク

ラシック・リサイタルのあと、入院した病院

の先生が『いつ逝ってもおかしくない』って

言ってたんだ。吐血性弁膜症っていう病名

で、心臓が極度に弱ってた。親父にもそれ

は伝えてあったの。ただ、同じミュージシャ

ンだから分かるけど、親父は弾いてまっとう

したかったと思う。もし、あそこですべてを

やめていれば、もっと長生きしたかも知れな

い。だけど、ミュージシャンとして弾きたいっ

ていう気持ちを抑えることはできないよな。

やめろって言われてもやめられないよ。だか

ら親父は前日の１月 11 日まで弾き倒したん

だ」

１月 12 日の夕刻。ピアノの練習をしよう

と、いつもその時には指に巻く絆創膏を右

手にしたところだったという。第一発見者と

なった珠也には辛い思い出となった。

「弾こうっていう意識が最後の一瞬まであっ

た証明だよね。でも、ぜんぜん辛くないよ。

いつでも思い出してるよ、大好きだから。

最後に寄り添って、頬をなでながら『ごくろ

うさま』って言ったんだ。親父の死に様？　

ああ、納得だね。アッパレだよ。あれしか

なかったよね。今、何が足りないって親父

の音がないんだよな。あの独特なね…ダダ

ダって親父がやるとダアーってオレもキック

で返す。するとウワーって喜ぶんだ。そうい

うのを演りたいんだよ、親父が喜んでくれる

ようなあの演奏をさ」文・構成   長門竜也

本田竹広の一周忌に思う

１年前、急性心不全でこの世を去ったピアニストの本田竹広。
一周忌に合わせ８社のレコード会社と出版社が合同し、追悼企画を実施する。
キャンペーン名は「目を醒せ、HONDA !」。

takehiro honda
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吉田美奈子に関する詳細＆最新情報は…    

YOSHIDA MINAKO OFFICIAL WEB SITE    http://www.la-la-bells.com/

聞き手：末次 “JT” 安里（本誌編集長）

JT：大竹伸朗さんは食えない状況下で闘ってきた人

だし、最近のインタビュー記事を読んでも変わらず

「闘っている」人ですよね。

吉田：ええ、闘っていますよねぇ、彼は。

JT： 70年代から“吉田美奈子の音楽”を貫いてきた立

場から観てどうですか、その「闘い」に音楽と美術の

相違や共通点を感じられますか？

吉田：実は私、子供の頃夢だった彫刻家にはなれな

かったこともあって、以前彼に「あなたの作品はすべ

て美しい！ 私は音楽家よりも、アーティストとして作

品を創る人に凄く憧れるし、何と言ってもその才能

には敬服する」と言ったことがあるんですよ。それは

ね、例えばこういう「青」を使うとしますよね。

JT：(事務所内の絵を観ながら)これはバスキアの作品

ですね。

吉田：幼稚園児でも、この作品の中心を担う色は青

だと分かるわけです。そして、ここは黄色、ここは緑

だという、教育によっての知識でそのドアを先ず開

けられる。それが絵の一部分でも、作家のコンセプト

へ導く重要なエレメントなわけだから、理解して行く

上できっかけになるイメージで、園児にでもある程

度は分かるわけです。それがもっと抽象的な絵であっ

てもね。ところが、音楽の基本は響きだから実像が

見え辛い。より多くのイマジネーションを注がなくて

は、想像してもらうことは難しいんじゃないか、と。ま

して、その向こう側に隠れているものを映像化し、共

有するのは無理なんじゃないのか、と。

JT：ドアを開ける手掛かり、鍵がより想像力に委ねら

れていると。

吉田：そうです、そうなんですよ。でも絵はね、先ほど

言ったように、ある程度誰でも理解の扉を開けられ

るんですね。そして視点を変えて全体を観ることに

よって…ま、このバスキアは、イタズラ描きみたいな

絵ですけれども…配置や形が、理解するヒントをく

れる。扉はその場合まだ表面的ですけど、色名やそ

の視覚からくる温度が、その感性を補ってくれるんで

す。「だから、凄くいいと思う」と大竹さんに言った

ら、「いやあ、絵描きは…少なくとも俺は音楽のほう

がいいと思う。限定したものが無いが故に、俺は音

楽に憧れる」って。あくまでも、始まりを司る才能が

あっての話なんですが、それぞれの志があって、生業

としての努力や経験やプロセスがあっても、「ものを

創る同士」だから同じだとは一概に言えないわけで

す。どんな職業でも、個人のその行為に対する強い

思いとか、それにどれだけ深いリスペクトがあるかが

問題で、それは音楽の眼に見えない思いとは逆に、リ

アリティーに隠された思いこそが重要なんだと、大竹

さんと話をして改めて理解することができました。

JT：ところで、先ほど「彫刻家になりたかった」と仰っ

てましたが、その夢は頓挫した？

吉田：そう。小学校の時は美術の先生に可愛がられ

ていて、授業中描き切れなかった絵を、日曜日に先生

の前で描いたりとか。コンクールにもどんどん出して

くれて、気持ちいい暮らしをしてたんですよ（笑）。で

も、中学校になったら美術の教師と全然そりが合わ

なくてね…今でも覚えていますが、「未来の照明具を

造る」というテーマの授業で、私は下敷きを切って、

こう房が下がったような、ビールのホップを模倣した

ようなかたちのものを作ったんです。そしたら「こん

なものは出て来るわけがない！」と、クラスの全員の

前で罵倒されたんですよ。当時も、既に欧州ではよく

ある形状だったんですが…。

JT：未来の照明具を造ろう、と言いながら（苦笑）。そ

れは酷い仕打ちですね。

吉田：そう。それでもうキレちゃって。あとはね、デッ

サンすると紙からはみ出すんですよ（笑）。進学は普

通校ではない学校に行きたいと思っていたんです

が、教師のいじめにあって彫刻家への夢がすっかり

絶たれちゃって。それに、当時は今ほどの情報も得ら

れないし、それこそキチッとしたデッサンが紙の内側

に描けなければいけないとか、正しく形が再現でき

なければいけないとか（笑）、凄く真面目に考えてた

から。発想は自由が根源なんて、誰も教えてくれない

でしょ。とにかく、教師の私への態度から、もうダメ

なんだろう…と思って辞めちゃったんですよ。

【吉田美奈子】 シンガー / プロデューサー / 作詩・作曲家

1969 年、当時交流を持った音楽家たちから影響を受け、楽曲制作
を始める。間もなくシンガー・ソング・ライターとして、ライヴ中心
の音楽活動を開始する。1973 年、アルバム『扉の冬』で本格的な
デビューの後、CM 音楽等の制作、他のアーティストのプロデュース、
コーラス等のスタジオ・ワークも。2007 年 1 月現在、オリジナル・
アルバム 19 作品（ライヴ、ベスト、シングル、企画盤は除く）、コラ
ボレーション・アルバム 2 作品、ライヴ映像収録盤を 4 作品リリー
スしている。ジャンルを取払った自由自在な音楽活動は、クオリティー
を保ちながらも個性を発揮するミュージシャンズ・ミュージシャンとし
て、多方面から共演を熱望され、常に高い評価を得ている。

01. FUN ！ / 02. HOOP 
03. RIM  / 04. 8 月の永遠 
05. MIRROR TOWN 
06. MOON DROPS / 07. BEYOND 
08. NETKING / 09. CASCADE / 10. FRAME

〈プロデュース / コ・プロデュース〉 吉田美奈子 / 倉田信雄 

■パーソネル
吉田美奈子（Vo.& Backing Vo.)
岡沢章 (B.) / 土方隆行 (G.) / 倉田信雄 (A.,E.Piano,Syn.)
河合代介 (Organ,Mini Moog) / 山越勉 (Dr.)
木本靖夫（Loop,Computer Programming)

〈ゲスト・ミュージシャン〉
渡辺香津美（G.) / 置田恭子 (Background vocal) 

Spangles ( スパングル）  
吉田美奈子

IOCD-20137 ¥3,150( 税込）
SACD とのハイブリッド盤
(SACD プレーヤー、CD プレーヤーの何れでも楽しめます）

2006/2/22 RELEASE
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「音楽の言葉」
聞き書き連載 

吉 田 美 奈 子 の

美術への憧憬

 Vol.2
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「音楽」とは何か。
text by hanao （JJazz.Net） vol.7

今回はドラマー３枚で。数々の名演を支え続
けたフィリー・ジョーが「俺だってたまにはや
っちゃうぜ～！」の熱いオレ企画な１枚。日頃
お世話になっているホーン陣も「よし、フィリ
ーがそう言うなら！」と馳せ参じてハードバッ
プ・オールスターとも言うべき豪華大編成。
タイトル通りドラムが核となり、さまざまなリ
ズムを用いた構成、アレンジとなっていてフィ
リーの鼻息も荒く熱い意気込みを感じます。

フンガー！　勢い余った大仰な構成、演出に
多少情熱空回り的なトコもありますが、そん
な事よりもここはフィリーの心意気を買いま
しょう。

リー・モーガン、ブルー・ミッチェル(tp)
キャノンボール・アダレイ(as)
ウィントン・ケリー(p)他

1959年ドラムス・アラウンド・ザ・ワールド 
フィリー・ジョー・ジョーンズ

若手メンバーで新しくバンドを組んだトニー
が1985年に出した久々のジャズアルバム。
と言ってもエレキドラム等のかぶせがかなり
ドシャドシャと凄いですが。シモンズでしたっ
け？　「どぅーん」っていうやつ。今となっては
懐かしいですね。トニーのスティックさばきや
空間演出はもちろん相変わらずの冴えを見
せていますが、さらに唸らされるはその作曲
の才能。うっとり名曲〈シスター・シェリル〉を

始め、〈ライフ・オブ・ザ・パーティ〉、〈アーボア
タム〉など数々のカッコいいオリジナル曲がア
ルバム全体をカラフルに彩っています。
　
ウォーレス・ルーニー(tp)
ドナルド・ハリソン(as)
マルグリュー・ミラー(p)
ロン・カーター(b)他

フォーリン・イントリーグ
トニー・ウィリアムス

タイトルどおり当時の若手フロント３人を迎
えてのエルビン道場。あの例の、空間を揺る
がす振動波！　の中で若い血がガシガシ揉
まれております。エルビンらしくピアノレスと
いうフォーマットですが、いつもながらそのス
テイック、ブラシさばきやシンバルの多彩な
音色から生み出される空間は実にカラフルで
すね。その迫力が若手達の背中を煽って「お
らおらぁ〜、小手先の気取った演奏はお父さ

ん許しませんからね！」なのだ。ペイトンはま
だ10代、テナー二人もまだ20代、しかし一
番熱いのはやっぱり、まだまだ60代！　のエ
ルビンなのであった。

ニコラス・ペイトン(tp)
ジョシュア・レッドマン(ts)
ジャボン・ジャクソン(ts)
ジョージ・ムラーツ(b)                1992年ヤングブラッド

エルビン・ジョーンズ
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YOSHIDA MINAKO & THE BAND 2007
2Days live 〜 Ha?! 〜 

2007年3月16日（金）、17日（土） 
STB139　港区六本木 6-7-11

■開場　18：00　開演 19：30 
■料金　7,350 円 （税込） 但し飲物と食事は別料金
■出演　吉田美奈子 , 岡沢章 , 土方隆行 , 倉田信雄
　　　　 河合代介 , 成田昭彦

チケットぴあ	            0570-02-9999　P コード 248-931
ローソンチケット              050-00-0403　  L コード 37628
スイートベイジル 139　    03-5474-0139
                                       　　    （受付 月〜土 11:00 〜 20:00）
インターネット予約は 24 時間受付

■問合せ先：STB139　03-5474-0139   
                                         　　  （受付 月〜土 11:00 〜 20:00）



　旅から得たダイレクトな感動を表現する、と
はいえ、僕のピアノは、例えば鳥海山の美しさ
を表現したり、越前海岸の荒々しい風景を、直
接表現している訳ではない。それらから受けた
感動を、僕、というアーティストの感性を通し
て表現していく。旅を続けるうちに、そのプロ
セスがよりダイレクトになっていった。
　アーティストとは、いわば他人に感動を与え
るのが仕事。ですが、そのためには、自らも
感動を得なければ枯渇してしまう。僕は、音楽
は、音楽からは生まれないと思っている。もち
ろん、ひたすら音楽にのみ取り組む時期は僕に
もあった。ただ、それだけでは、本物の表現者
たり得ないことを感じていた。どんなに美しい
写生でも、本物の花にはかなわないのだから。
そこにアーティスト本人の持つ美意識が投影さ
れて、はじめて花の絵は芸術として完結するの
だ。そのためには自らの感性を磨かなければな
らない。音楽は、そしてアーティストの感性は、
むしろ非芸術的なことから生まれるのだ。いや、

非芸術的なことからしか生まれないのだ。その
ことを、僕は直感的に察知していた。それが 20
代後半、はじめてのチャリ旅に出た動機かもし
れない。
　自転車で大阪から青森まで、その行為を、人
によってはストイックな行為だと思うかもしれな
い。だが、僕にとってそれは決してそうではない。
そこから、直接、間接的に得られる様々なこと
は、たとえ他人には苦痛に見えたとしても、僕
にとっては喜びなのだ。むしろ、苦痛なことを
乗り越えたことによって得られた経験は、普通
に得た経験よりも深い意味を持つことが多い。
　琵琶湖を越え福井県を目指す。雨の中越えた
何やら峠、登りはまだいい。峠で少し休憩した
がために下りでは凍えそうになる。下りがこん
なに辛い峠越えははじめての経験だ。真冬なら
防寒具もそれなりに持ってくるが、春、こんな
に寒いとは思ってなかった。本来ならさわやか
な風が気持いい峠下りも、寒風吹き荒み、靴に
も水が浸水するととても苦難に満ちたものにな

る。下り終え、すっかり日も暮れてしまった中、
海岸でテントを張れる場所を見つけ一安心。近
くの銭湯に入り、すっかり冷えきった体を温め
る。この日は自炊はあきらめ、テント場の近く
の居酒屋に突撃。自分を甘やかす。たまにはい
いよね。一人で飲んでいると隣の中年夫婦が話
しかけてくる。おじさんも、日本中を自転車で
旅をした自分の青春の思い出を語ってくれた。
　次の日、越前海岸を走っていたら、通り過ぎ
た車がハザードランプを点灯させて止まってい
る。なんと、そのおじさんたち夫婦だった。偶
然の再会 !!　苦難を乗り越えた後、見えてくる
風景は、きっといつも見る風景とは違う。それに、
苦難の後の安寧は、よりそのありがたみを教え
てくれる。安らかな寝床を与えてくれる大地に対
して、一日暖かく過ごさせてくれた太陽に対して、
食べ物に対してや、お水を汲ませてくれる人々
に対して、体を清めてくれ、温もりを与えてくれ
るお風呂に対しても、時に泊まる安宿にも。こ
んな自分の旅に共感してくれ、演奏の場を与え
てくれた人たちに対して。そしてそれを聞きにき
てくれるお客さんに対して。
　地べたで寝てご飯を食べ、当たり前のものが
当たり前でない生活を続けると、普段当たり前
だと思っていたことに対してのありがたみを感じ
ることができるチャリ旅は、僕に感謝の気持も
教えてくれた。僕の旅はまだまだ続く。
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そして、旅は続いていく
text by 中村真

中村 真

チャリンコ   ソロピアノツアーde

Vol.3

 NAMASTE  / CHRISTOPHE WALLEMME

いきなりインド風のカウントだ。この発音、舌が
口のなかで反響し唇からでてくる音、t とか k とか sh
といったパーカッシヴな音がタブラへとすっと移行し
て、音楽が始まる。３拍子。バス・クラリネットとエ
レキギター、さらにフルートがユニゾンで重なる。交
互にソロをとりながらも、あいだに他の楽器がするっ
とはいってはぬけてゆく。鳥や魚がいくつか大気中や
水中を動いていくような。そして、その空気や水には
しっかりと振動が、ビートが息づいている。

ナマステ、わたしの神があなたの神に感謝する、
をアルバム名としたクリストフ・ワレンムは、トリオ

「PRYSM」で活躍していたから、知っているひとも多
かろう。

1964 年パリの生まれで、フランス人の父、モーリ
シャス人の母。レバノンとインドに長く暮らした青少
年期を経た後、音楽に熱中するクリストフは、スコッ
ト・ラファロを初めて聴いたとき、ジャズにおいて「感
受性」と「表現性」の意味するところが理解できた
のだと語る。

４、５年住んだインドの記憶は遠くなりながらも自
らのなかに生きている。そうライナーに記すクリスト
フは、インドと両親にアルバムを捧げる。

たしかにタブラやガタムの活躍する曲もある。ちょ

っとした節回し、モードの使い方、テーマのリズムに
も特徴はある。ピアノレスのサウンドに、ガタムは、
素焼きの壷、の金属的で鋭く、それでいてまるさも
あるひびきを加える。にもかかわらず、ここにはイン
ド的な「くさみ」が、それが「売り」というわけでは
けっして、ない。これは、自らの経験してきた音楽を
含めた、混血的な西洋人の心身に、時間と空間の距
離が意識されたうえで消化＝昇華されての音楽なの
だ。

クリストフのベースはただアンサンブルを支えるの
みならず、他の楽器にもっと立体的に寄り添う。ドラ
ムスとタブラ（あるいはガタム）の複層的なリズムに
シンコペーテッドに重ねられもする。各楽器が織りな
すテクスチュアと相互の瞬間的な掛け合い、全体に
ある構成観と音＝色への配慮にクリストフのセンスは
自然に感じられるだろう。

全 11 曲中、最後の曲はセルジュ・ゲンズブール〈ラ・
ジャヴァネーズ〉。タブラとエレキギターのアタックな
しのサステインにのって奏でられるベースの音色は素
晴らしい。アルバムを閉じる、ライヴの最後で、メン
バーが挨拶をして幕切れにぴったり。うん、コース料
理がしっかり締めくくられた、そんな充実感だ。

te x t by 小沼純一

するっとはいっては、
　　　　　ぬけてゆく。

窮 地 第八回

文＆カット  平井庸 一

Drive/
Slow

Jazzで
  立ちどまりながら

連載　vol.12

唐突ですが今回の内容は実質、第四回の続きで
す。過去の連載は jazztoday のホームページで読め
ますのでそちらを参照してください。

― '01 年にテナーの橋爪亮督が加入し、現在の
メンバーがほぼ揃いました。２サックスでトリス
ターノの曲を演奏すると、個々のプレイのレベル
はともかく、全体のサウンドは思い描いていたも
のに近づいた気がしました。

やっと念願のトリスターノ・セクステットと同
じメンバー構成のバンドを組むことができたこと
で徐々にやる気が出始め、ピットイン以外の店で
も演奏し、ライブの回数を増やしていきました ( 平
井バンドもかつては月２～３回はライブをやって
いましたが、今は２ヶ月に一回程度です。メンバー

が皆若いうちはとも
かく、30 代にもなる
と、ギャラがほとん
ど出ないバンドでの
演奏をそう何度も頼
むわけにもいかない
ので…)。

しばらくはこのま
ま継続して活動して
いけるだろうと思っ
ていたのですが、残

念ながらそう順調にはいきませんでした。バンド
を結成するきっかけにもなったピアノの都築猛が
突然脱退してしまったのです。当然慰留したので
すが、彼自身いろいろ考え抜いた上での決断だっ
たのか脱退の意思は固く、引き留めることはでき
ませんでした。都築さんのピアノはバンドの中核
で、サウンドの「トリスターノっぽさ」の大半を担っ
ていたので、彼の存在なしで同じ方向性のままバ
ンドを続けるのは不可能でした。

しかしすでに２ヶ月先までライヴをブッキング
してしまっているので、一旦ライブ活動を中断す
るという訳にはいきませんでした。ピアノ抜きで
どうやって今までと同等、あるいはそれ以上のク
オリティのサウンドを創れば良いのか悩みました

が、このことがただのコピーバンドを脱し、トリ
スターノの音楽に対する自分たち独自のアプロー
チを考える転機にもなりました。

参考にしようとトリスターノ関連のレコードや
CD を聴き漁っていると、その中にピーター・イン
ド (B) が WAVE Records( インドの自主レーベル ) に
録音したアルバムがありました。インドのアルバ
ムには２ベース編制のものが何枚かあり ( ひとり
でベースをオーバーダブしているものもある )、２
本のベースが同時にウォーキングを刻んだり、一
人がベースソロを取るとき、もう一人がバックで
ベースラインを弾いたりしています。そのサウン
ドが印象に残り、ここになにかヒントがあるんじゃ
ないだろうかと思いました。　

  　　　　　　　　　　　　　　　   ( 以下次号 )

Impression of Tristano

前回に引き続き、今回は４月中旬に九州は鹿児島から大阪までのツアーを計画してい
ます。つきまして、出演させていただけるライヴスポットを募集しております。
ライヴハウスに限らず、ピアノがあってお客さんがいれば、どんな場所でも出来る限り
演奏したいと思ってます。前回のツアーでは、旧家やお寺等、普通とは違った場所で
の演奏もたくさんありました。また、ミュージシャンやファンの方で、自己責任でツアー
に帯同したい人も同時に募集しております。興味を持たれました方、又はご質問等ご
ざいましたら、makoppo081@aol.com　又はウェブサイト宛に連絡ください。
お待ちしております。
中村 真   http://members.aol.com/makosimo/ 

チャリンコ de ソロピアノツアー　vol,2   2007  のお知らせ。
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01. Spring can really hang you up the most
02. That sunday That summer
03. The comparison of a D ♭ major and the other
04. 風子 / 05. The first water / 06. Blue in green 
07. くまさんのワルツ / 08. Improvisation - Erotic Blue
09. 夏の思い出
10. Improvisation - Bluespotted Mudhopper 
11. Improvisation - Erotic Blue

[ パーソネル ] 中村真（P）

SOLO PIANO vol.3  紡がれた印象  
中村真 
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01. HOLI / 02. MON JULES / 03. NAMASTE 
04. LE TEMPS DES MOUSSONS
05. TANDOORI GROOVE / 06. SWEET AUM
07. REFLECTION / 08. STONE CUTTER
09. TROUBLE TIME / 10. DIWALI
11. LA JAVANAISE

[ パーソネル ]
MCHRISTOPHE WALLEMME / NAMASTE (Bee Jazz BEE 016)
CHRISTOPHE WALLEMME (b)
EMMANUEL CODJIA (el-g)
STEPHANE EDOUARD (dholak, ghatam, indian percussions)
STEPHANE GALLAND (ds)
STEPHANE GUILLAUME (ss, fl, bcl, handclapping)

guests
MATTHIEU DONARIER (ts, ss)
PRABHU EDOUARD (tabla, kanjira)
MINNO GARAY (cajon, caxixi, handclapping, vo)
THOMAS DE POURQUERY (as, ss)
NELSON VERAS (g)

第 9 回

● 2/20 ( 火 )  新宿ピットイン昼の部　
平井庸一 (G)、都築猛 (P)、増田ひろみ (As)、
橋爪亮督 (Ts)、海道雄高、蛯子健太郎 (B)、
竹下宗男 (Dr)

●毎週金曜日 夜 7：30
六本木 FIRST STAGE（03-3405-1910） 
￥2,000（ドリンク付）
ジャムセッション進行。

LIVE スケジュール
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小さい頃からクラシック・ピアノを習い、音大も
卒業したのですが、実は子供の頃から私はポピュ
ラー指向、ポップスおたくでした。今でもビートル
ズなどはマニアの方とお話ししても負けないつもり
です。国立音大時代は、他校の音楽サークルに加
わってスティーヴィ・ワンダーやアース・ウィンド＆
ファイアーといったクロスオーバー系を演奏してい
ました。

ある時、学校の門の前で、ヤマハの「音大生で
も弾けるポピュラー音楽講座」というチラシを手
にしたんです。もし「ジャズ講座」と書かれてあっ
たら、怖じ気づいて行かなかったかも（笑）、でも
ポピュラー・ピアノと書いてあったので、生意気に
も道場破りの気分で行ってみたんです。それまでに
も結婚式場とかレストランで演奏し、ポピュラー・
ミュージックのレパートリーが多かったこともあり、
それなりに自信はありましたし、音大生活だけで
は物足らず、ちょっと外で演奏して自分の腕前を試
してみたくなったということもあります。

ところが、迎えてくれた講師はバド・パウエル研
究家の藤井英一先生。 藤井先生はビ・バップのオー
ソリティですが、「音大生にも弾けるビ・バップ講座」
では人が集まらないので、ヤマハがポピュラー・ピ
アノ講座と命名したんじゃないかな（笑）。ともかく
そこで、先生に聴かせてもらったのがバド・パウエ
ルの『アメイジング・バド・パウエル』、オスカー・ピー
ターソンの『プ リーズ・リクエスト』、ビル・エヴァ
ンスの『ワルツ・フォー・デビー』などなど。気が
ついたらジャズ、特にビ・バップ に恋してました。

それ以前に、スティーヴィの〈アズ〉の後半のエ
レピ・ソロがカッコよくて自分でコピーしたりしてい
たんですが、それがハービー・ハンコックだという
事も先生に教えられ、譜面を使わないアドリブソ
ロというもののスリルと楽しさ（＆難しさ）を教え
られ、ついにジャズにはまってしまったんです。音

大生にとって、エヴァンスの〈ワルツ・フォー・デ
ビー〉のテーマなんてまるでラヴェルのように聞こ
えますから、とてもすんなりと耳に入ってきました
し、ピーターソンには、こんなにウキウキと楽しく
即興演奏が出来るのか、なんて感服しました。バド・
パウエルは最初あんまりピンと来ず、巧いのか下手
なのかも分かりませんでした。今ではもちろんスゴ
イと思うけど。その後、私はニューヨークに住み、
現地でやはりバップの重鎮バリー・ハリスに師事し
たくらいですから、当時かなりバップ漬けだったん
ですね。

ただ、プロデビューして自分のアルバムを創るよ
うになってから、実は４ビートやビバップの曲調は
ほとんどレコーディングしていないんです。それは
ある意味、バップの巨匠たちへの畏敬の念という
か、とにかく「コピー」したものを消化して、自分
のモノにしないと意味がないという気持ち。だか
ら自作曲は、クラシックからバップ、ブラジルもの
やラテン、ロックとかなり気ままに取り入れて “ジャ
ンルレス” になってると思います。でも、ふとした
セッションの時に「あれ、バップ相当好きでしょ？」
と仲間に指摘されると、照れくさいようなうれしさ
を覚える。

音楽で一番大切だと思うのは「胸に響く温かい
メロディ」。それはジャズであれクラシックであれ
関係なく、自分自身の創る音楽も歌心あふれる温
かいものでありたい。そして、今その歌心を奏で
る際に、20 代の頃さんざん学んだビバップのフレー
ズがとても生きている事は確かです。自分が生粋
のジャズピアニストとは全然自覚してませんが （そ
んな自信はナイ！）、でも生粋のジャズファンだ、
とは確信してる。それくらい、ジャズは奥深い音楽
だと思います。

　　　　　　　  　  編集協力：ピンポイント

コメント取材場所に選ばれたのは梅ヶ丘の商店街にあるギャラリー喫茶『ゾーエー』。ゾーエーとは
ギリシャ語で「命」の意味。近隣のジャズ・ファンの溜まり場的このお店に国府弘子さんは自転車で登場した。
一曲選んだのですけれど、ジャズじゃなくてもいいですよね？　スティーヴィ・ワンダーのアルバム『キー・オブ・
ライフ』の〈アズ（永遠の誓い）〉、この曲のハービーのローズ・ピアノのソロが大好きなんです。
ほんとはピーターソンの『プリーズ・リクエスト』とかエヴァンスの『ワルツ・フォー・デビー』がジャズとの出会いに
なりますが、ちょっと飽きちゃったしね～。と言いながらも、店内にエヴァンスやピーターソンが流れると、やっぱ
りいいわ～。

原田眞人→宇崎竜童→矢野沙織→早坂沙知→原田芳雄→坂田明→阿川佐和子→
島田歌穂→森山良子→かまやつひろし→藤田恵美→岡本真夜→　
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私って「ジャズピアニスト」というより
 「ジャズファンのピアニスト」かな。　国府弘子 ( 談 )

ゲスト

国府弘子

MOONKS EXPERIENCE NEWS
Vol.8

旬でホットなジャズ情報！

「今月の一枚」

ジャズが生まれて今年で何年目かという質問には

様々な解釈があるだろうが、Louis Armstrong がニュ

ーオリンズからシカゴにやってきた 1922 年から数えれ

ば、今年はちょうど 85 年目となる。ジャズが初めてレ

コードになったのが 1917 年だから、そこを基準として

も生誕 90 年。なんだ、まだ 100 年も経ってないのね、

と言う人もいるが、そう考えてみると、ジャズの歴史は

意外に短い。ディキシーや南北戦争後の黒人ブラスバ

ンドはどうなんだ、と言われたら困ってしまうが、あく

までも一般的に言われるジャズを考えた場合。

そのジャズの歴史を作ってきた伝説的なジャズ人の

中には、ここ数年の間に訃報を聞いた人も多い。が、

いまだ現役で活躍している“伝説”がいるのもまた事実。

Von のように毎週 2 時間休憩なしでサックス演奏を続

けている 85 歳もいれば、90 歳目前に世界中を飛び回

って演奏活動する Hank Jones のようなピアニストもい

る。そんな彼らの昔話には、とても興味深い歴史が詰

まっていたりする。

20 年代にニューオリンズからシカゴにやってきたピ

アニストの一人、John Young とステージの休憩時間

に雑談していたときのこと。ふとしたきっかけで、子

どもの頃の話になった。「シカゴに来る電車代を稼ぐ

のに、お母さんは浴槽にビールを作って売ってたんだ。

僕らはそれをバスタブビールって呼んだんだよ」とジョ

ンは子供みたいにケラケラ笑った。生きていくための

移住、密売。平和な日本に生まれた私には、とうてい

信じられない話だったが、それが彼らの現実。興味津々

な私に、ジョンは話を続ける。「僕はラッキーだよ。身

近にピアノがあったからね」私は打診半分に、何気な

く聞いてみた。「ピアノ教えるの？」すると、90 間近の

ジョンは嬉しそうに白い歯をニヤリとむき出し、いたず

らな笑顔でこう答えた。「Not yet（まだだよ）！　100 歳

になったらね！」

100歳の伝説

最近は自主製作・超マイナーレーベルのＣＤが数多く
店頭に並ぶようになった。しかも結構値段も高かった
りする。正直ハズレが多く何度も痛い目にあっている。
しかしそんな中にはハッとする作品に出会うこともあり、
たまには冒険も忘れない。これは Jeff Darrohn のデビ
ュー作。超マイナーレーベルゆえソプラノ、アルト、テ
ナー、バリトンを多重録音している。しかし多重録音と
は思えないスリリングなホーンといなせなアレンジ。スト
レートに届く、エッジの効いた分厚いサウンドにグイグ
イと引き込まれる。ブリブリとしたハードバップにのせ
て、メロウに、軽やかに、胸躍らせてしまうジェフなら
ではのレシピにもうお腹一杯という感じだ。

（大河内善宏）
 

圧倒的な存在感のある CD でございます。これに較
べたら他は、どれも同じに聴こえてしまいます。もう、
人の価値観を転換させるくらい衝撃的な音楽力を持っ
ているとボクは信じきっております。無国籍風音楽やオ
ルタナーティヴな音楽のように、混濁した非西洋音楽
の様式を積極的に取り入れながら、ボーダーレスに向か
う現代音楽のすべてを集約し、エキスを抽出して再構
築し、ジャズ作品として巧みにまとめあげています。オ
ンガクのパワーが漲って溢れています。このアルバム聴
いて面白くないと言う人は、もはや音楽そのものを否
定しているのではないかとボクは思ってしまいます。そ
れほど、このニコ・モレリに陶酔しきっていますのです。
マジで。

（前泊正人）

ピアノトリオの好みは MOONKS のなかでも分かれて
いる。美旋律にこだわるもの、構成美と展開に痺れる
もの、リズムを追い求めるものなど。私は元々スウィン
ギーで単純なノリノリのピアノが好きだったのだが、上
原ひろみに出会って以来、「異旋律」とも呼ぶべき音階
とリズムの巧妙な罠にはまっている。ジェレミー・テル
ノイはパリで活躍する異旋律のピアニスト。エレキベー
スとドラムのリズムは低く厚い雲のなか不気味に響く雷
鳴のようにある種のトランス状態を生み、テルノイは麻
痺した思考にフラッシュ･バックのような異旋律を絡ませ
る。テルノイの企てた罠に思考をまかせ、その刺激によ
って生まれた脳内麻薬に酔いしれる。

（白澤茂稔）

ⓒ NAMI OGATA

te x t  by 尾 形奈 美 

シカゴと夜と音楽と
Jazz of LIFE

連載　vol.10

http://www.chicagojazzphotos.com

Jeff Darrohn / T-Bird '60   (Jazz Media)

Nico Morelli / UN[FOLK]ETTABLE Pizzica&Jazz 
Project　（cristal）

Jeremie Ternoy / Jeremie Ternoy Trio 
 (自主制作)

国府弘子ホームページ
http://kokubuhiroko.net

国府弘子スケジュール

2007 年 2 月 3 日（土）
神奈川・よこすか芸術劇場　ジャズ・ピアノ 6 連弾

2007 年 2 月 7 日（水）
滋賀・栗東芸術文化会館さきら　SAKIRA Live Mission Act.14
国府弘子ピアノライブ ～音のおしゃべり、音のお料理～

2007 年 2 月 10 日（土）
東京文化会館 音楽の匠 東京文化会館の響きに挑む 5 夜 Popular Week

2007 年 2 月 17 日（土）
東京・サントリーホール　ジャズ・ピアノ 6 連弾

2007 年 2 月 24 日（土）
静岡・アクトシティ浜松　ジャズ・ピアノ 6 連弾

2007 年 2 月 25 日（日）26 日（月） 
新潟・岩原 PIT-INN　国府弘子スペシャルトリオ

2007 年 3 月 4 日（日）
茨城・ひたちなか市文化会館　ジャズ・ピアノ 6 連弾

2007 年 3 月 25 日（日）
神奈川・葉山  café もうひとつの風景 ライブ
国府弘子ピアノソロ in 葉山

【国府弘子略歴】

東京都渋谷区西原生まれ。国立音楽大学ピアノ科三
富二葉教授に師事。在学中にジャズに目覚め卒業後
単身でニューヨークに渡り、バリーハリスに師事。
1987 年ビクター JVC レーベルと契約。以後約一年に
約一枚のペースでアルバムをリリース。ピアノと作曲
両面で、クラシックからジャズ、ブラジル音楽やラテ
ンまで、一つのジャンルにこだわらないマルチな取り
組みで独自の国府ワールドを確立し、またその気さく
で陽気な人柄と暖かなステージで全国に幅広いファン
を持つ。

『月刊ピアノ』『ジャズラ
イフ』『ピアノ・ライフ』
などでセミナー連載執筆
中。NHK FM『 ジ ャ ズ・
トゥナイト』（隔週土曜日
23:00 〜）のレギュラーパーソナリティ。
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Q

： 
あ
な
た
は
常
に
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
精
力
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
レ
イ
（
以
下
D
M
）

： 

僕
が
と

て
も
あ
き
っ
ぽ
い
か
ら
だ
よ（
笑
）。ジ
ャ
ズ
は
色
々

な
形
で
演
奏
さ
れ
る
も
の
な
ん
だ
。
ジ
ャ
ズ
は
黒

人
が
発
明
し
た
も
の
だ
け
ど
異
な
る
色
々
な
音
楽

や
文
化
に
対
し
て
常
に
オ
ー
プ
ン
な
ん
だ
。
ジ
ェ

イ
ム
ズ
・
ブ
ラ
ッ
ド
・
ウ
ル
マ
ー
の
曲
で
〈Jazz 

Is The Teacher, Funk Is The Preacher

〉
っ

て
い
う
の
が
あ
る
け
ど
、
正
に
そ
の
と
お
り
な
ん

だ
。
あ
る
曲
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
ジ
ャ
ズ
っ
て

い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
と
洗
練
さ
れ
た
も
の
に

な
る
。そ
し
て
フ
ァ
ン
ク
や
そ
の
他
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
子
供
た
ち
が
何
か
を
手
に
す
る

た
め
の
伝
道
師
み
た
い
な
も
の
な
ん
だ
。
そ
れ
に
、

50
年
代
か
ら
の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
は
も
う
80
歳
だ

よ
。
ジ
ャ
ズ
は
新
し
い
フ
ァ
ン
が
必
要
だ
よ
。
そ

の
た
め
に
は
僕
は
い
つ
も
耳
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て

る
ん
だ
。
息
子
は
今
21
歳
で
ギ
タ
ー
を
や
っ
て
る

ん
だ
け
ど
、
彼
の
聴
い
て
る
も
の
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
し
て
る
よ
。

Q

： 

今
、
進
め
て
い
る
の
は
ど
ん
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
か
？

D
M

： 

今
、
取
り
か
か
っ
て
い
る
の
は
ロ

シ
ア
の
詩
人
の
プ
ー
シ
キ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ん
だ
。
2
0
0
5
年
に
『W

altz 

A
gain

』
と
い
う
ア
ル
バ
ム
を
カ
ル
テ
ッ

ト
と
ス
ト
リ
ン
グ
ス
10
人
で
作
っ
た
ん
だ

け
ど
、
こ
れ
が
最
初
の
プ
ー
シ
キ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
今
回
の
は
プ
ー
シ
キ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
な
ん
だ
。
こ
れ
は
も
っ

と
演
劇
的
な
要
素
が
強
い
も
の
で
、『
ス

タ
ー
ト
レ
ッ
ク
』
に
も
出
て
た
俳
優
の
エ

イ
ヴ
リ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
プ
ー
シ
キ
ン

役
で
歌
で
参
加
し
て
る
ん
だ
。
他
に
も
ロ

シ
ア
人
の
歌
手
や
俳
優
、
ス
ト
リ
ン
グ
ス
、

そ
れ
と
僕
の
６
人
編
成
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
も
の
な
ん
だ
。

Q

：

プ
ー
シ
キ
ン
が
題
材
と
い
う
の
は
面
白
い
で

す
ね
。

D
M

：

な
ぜ
、
プ
ー
シ
キ
ン
に
興
味
を
持
っ
た
か

と
い
う
と
、
彼
の
曾
祖
父
が
ア
フ
リ
カ
人
で
プ
ー

シ
キ
ン
は
黒
人
と
ロ
シ
ア
人
と
の
ミ
ッ
ク
ス
な
ん

だ
よ
。
彼
は
ロ
シ
ア
の
英
雄
的
な
詩
人
だ
け
ど
、

ロ
シ
ア
語
だ
け
じ
ゃ
な
く
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ

語
で
も
詩
を
書
い
て
い
た
。
し
か
も
彼
の
詩
に
は

彼
自
身
の
中
の
ア
フ
リ
カ
性
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
る
詩
も
あ
る
ん
だ
。
プ
ー
シ
キ
ン
の
作
品
は
人

種
の
垣
根
を
超
え
て
愛
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
僕
は
、
僕
ら
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
の

偉
大
な
仲
間
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
い
る
ん
だ
よ
、

と
い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
る
ん
だ
。

ブ
ラ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
月
間
に
は
プ
ー
シ
キ
ン

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
よ
。
彼
も
僕

ら
の
英
雄
の
一
人
な
ん
だ
。
プ
ー
シ
キ
ン
は
言
う

な
ら
ば
「
マ
ル
チ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス
パ
ー
ス
タ
ー
」

だ
ね
。

Q

：

ジ
ャ
ズ
に
興
味
の
あ
る
若
い
リ
ス
ナ
ー
に
何

か
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

D
M

：

O
K
。
と
に
か
く
、〝
こ
れ
が
本
当
に
ス

キ
！
〟
っ
て
い
う
曲
を
探
す
こ
と
か
な
。
た
と
え

ば
僕
が
一
時
期
よ
く
聞
い
て
い
た
の
は
、〝Blue 

Saxophones

〟
と
い
う 

ベ
ン
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

と
コ
ー
ル
マ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
ス
が
リ
ズ
ム
セ
ク
シ
ョ

ン
と
一
緒
に
や
っ
て
る
や
つ
か
な
。
な
ん
て
い
う

か
、
ヴ
ァ
イ
ブ
と
い
い
、
メ
ロ
ウ
で
も
あ
り
、
と

て
も
〝
居
心
地
の
い
い
〟
曲
な
ん
だ
よ
ね
。
ほ
ら
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
や
朝
起
き
る
と
お
母
さ
ん
が

朝
食
の
支
度
を
し
て
い
る
暖
か
い
光
景
の
よ
う

な
、
そ
う
い
っ
た
安
心
感
の
あ
る
、
す
ご
く
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
て
と
に
か
く
落
ち
着
け
る
感
じ
。
多
く

のJazz

が
そ
う
い
っ
た
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
と

思
う
ん
だ
。
自
分
を
一
番
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
て
、

居
心
地
の
い
い
曲
を
探
す
の
は
ス
ゴ
ク
い
い
と
思

う
よ
。
ハ
ー
ド
なJazz

か
ら
聞
か
な
き
ゃ
な
ん

て
意
気
込
む
必
要
は
な
い
と
思
う
ん
だ
。
誰
も
わ

ざ
わ
ざ
最
初
に
セ
シ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
か
ら
聞
い
て

み
よ
う
っ
て
思
わ
な
い
で
し
ょ
？(

笑)　

も
ち
ろ

ん
、
僕
は
セ
シ
ル
は
大
好
き
だ
よ(

笑)　

だ
け
ど

初
め
て
聞
く
に
は
難
し
す
ぎ
る
か
ら
ね
。
だ
っ
た

ら
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
と
か
、
セ
ロ
ニ
ア
ス
・

モ
ン
ク
と
か
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
で
、
ソ
ウ
ル
感

が
あ
っ
て
聞
き
や
す
い
も
の
、
自
分
が
聞
い
て
い

て
気
分
良
く
な
れ
る
も
の
、
そ
れ
で
い
て
自
然
と

自
分
が
そ
の
曲
に
は
ま
っ
て
い
け
る
も
の
、
自
然

と
タ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
り
と
か
、
鼻
歌
を
う
た
っ
た

り
と
か
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
テ
ン
ポ
の
速

い
も
の
を
聞
い
て
み
た
り
、
も
っ
と
ハ
ー
ド
な
も

の
を
聞
い
て
み
た
り
と
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と
自
分
がJazz

の
と
り
こ
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
他
の
タ
イ

プ
へ
の
興
味
も
ひ
ろ
が
っ
て
、
あ
れ
も
聞
い
て
み

よ
う
、
こ
れ
も
聞
い
て
み
よ
う
、
今
度
は
こ
ん
な

タ
イ
プ
を
聞
い
て
み
よ
う
と
か
、
ど
ん
ど
ん
欲
望

が
増
し
て
い
く
っ
て
い
う
か
…
僕
は
今
で
こ
そ
レ

コ
ー
ド
店
も
あ
ま
り
い
か
な
い
け
ど
、
昔
は
よ
く

行
っ
た
ん
だ
。す
る
と
前
は
１
枚
し
か
買
わ
な
か
っ

た
の
に
、
３
枚
く
ら
い
買
っ
て
帰
っ
て
き
ち
ゃ
う

よ
う
な
（
笑
）。
き
っ
と
そ
う
な
っ
た
頃
に
は
セ
シ

ル
・
テ
イ
ラ
ー
の
曲
で
目
覚
め
る
く
ら
い
に
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
し(

笑)　

サ
ン
・
ラ
や
ア
ー
ト
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ
ブ
・
シ
カ
ゴ
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

ブ
ラ
ク
ス
ト
ン
と
か
、
そ
れ
こ
そ
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

マ
レ
イ
と
か
ね(

笑)

。
と
に
か
く
、
最
初
の
“
聴

き
始
め
”、
ス
タ
ー
ト
地
点
っ
て
も
の
凄
く
大
切
で

重
要
な
コ
ト
な
ん
だ
と
思
う
よ
。

DAVID MURRAY 
SPECIAL INTERVIEW
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interview by JJazz.Net

Jazz Is The Teacher, Funk Is The Preacher

2 月 1 日 ( 木 ) 渋さ知らズ

◎新宿ピットインにて 1/2 16 時よりチケット（予約可）前売り開 始。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 2 日 ( 金 ) What is HIP?  

￥3,500

松木恒秀（G）野力奏一（Key）岡沢 章（B） 渡嘉敷祐一（Ds）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 3 日 ( 土 ) ジョージ大塚 NIGHT

ジョージ大塚（Ds）深沢真奈美（P）高山夏樹（B）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 4 日 ( 日 ) 清水くるみ ZEK TRIO

清水くるみ（P）米木康志（B）本田珠也（Ds）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 5 日 ( 月 ) 

長見 順 GROUP

長見 順（G,Vo）藤澤由二（P）

上村勝正 （B）岡地曙裕（Ds）

ゲスト :

石崎 忍（As）佐藤 帆（Ts） 

KOO（Tp）YASSY（Tb）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 6 日 ( 火 ) BOZO

津上研太（As）南 博（P）水谷浩章（B）外山 明（Ds）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 7 日 ( 水 ) Os Amarelos

前田優子（Vo）ヤヒロトモヒロ（Per）竹中俊二（G）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 8 日 ( 木 )

HIROSHI MINAMI GO THERE!

南 博（P）

竹野昌邦（Sax）

水谷浩章（B）

芳垣安洋（Ds）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 9 日 ( 金 ) E.T SESSION

藤山英一郎（Ds）西尾健一（Tp）西藤大信（G）池田 潔（B）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 10 日 ( 土 ) 辛島文雄 カルテット・ナイト

辛島文雄（P）池田 篤（As）川村 竜（B）横山和明（Ds）　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 11 日 ( 日 ) 一噌幸弘 TRIO

一噌幸弘（笛 , その他）鬼怒無月（G）吉見征樹 （Tabla）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 12 日 ( 月 ) モヒカーノ 関＆ラテンジャズ 8 重奏団

モヒカーノ 関（P）藤田明夫（As）鈴木雅之 （Ts）中路英明（Tb）

高橋ゲタ夫（B）平川象士（Ds）今福健司、美座良彦（Per）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 13 日 ( 火 ) チコ本田 GROUP

チコ本田（Vo）竹内 直（Sax）和泉聡志（G）吉田桂一（P）

荒巻茂生（B）江藤良人（Ds）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 14 日 ( 水 ) SHOOMY BAND

宅朱美（P,Vo）加藤崇之（G）是安則克（B） 樋口晶之（Ds）

ゲスト : 松風鉱一（Sax,Fl）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 15 日 ( 木 ) 渋谷 毅 オーケストラ 

￥3,500

渋谷 毅（P.Or）松風鉱一（Sax,Fl）片山広明（Ts）津上研太（As）

松本 治（Tb）石渡明廣（G）上村勝正（B）古澤良治郎（Ds）ほか

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 16 日 ( 金 ) 

板橋文夫 オーケストラ

板橋文夫（P）井野信義（B）

つの犬（Ds）片山広明（Ts）

田村夏樹（Tp）吉田隆一（Bs）

太田恵資（Vn）翁長巳酉（Per）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 17 日 ( 土 ) 

STEVE ELMER TRIO [Shingo introducing N.Y.]

前売￥4,000　当日￥4,500

スティーブ・エルマー（P）

田中秀彦（B）

奥平真吾（Ds）

◎新宿ピットインにて、1/8 よりチケット（予約可）前売り開始。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 18 日 ( 日 ) 橋爪亮督 Group 'Tour 2007' Final

橋爪亮督 :（Ts, Loops）市野元彦（G）橋本 学（Ds）織原良次（B）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 19 日 ( 月 ) 

phonolite 『My Heart Belongs to Daddy』CD 発売記念

水谷浩章（B）松本 治（Tb）MIYA, 太田朱美（Fl）

竹野昌邦 , 松風鉱一（Sax）橋本 歩 , 平山織絵（Vc）

中牟礼貞則 （G） 外山 明（Ds）大儀見元（Per） 新居章夫（Sound）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 20 日 ( 火 ) Terje Isungset / 一噌幸弘  

前売￥3500　当日￥4000

テリエ・イースングセット（Per）一噌幸弘（笛 , その他）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 21 日 ( 水 ) Nervio ( ネルビオ )

新澤健一郎（P,Key）音川英二（Ts,Ss）西嶋 徹（B）

岩瀬立飛（Ds,Voice）ヤヒロトモヒロ（Per）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 22 日 ( 木 ) 秋山一将 NIGHT

秋山一将（G）

ゲスト：竹内 直（Sax）清水くるみ（P）工藤 精（B）本田珠也（Ds）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 23 日 ( 金 ) Freylekh Jamboree

瀬戸信行（Cl）瀬戸一成（Tp）金子鉄心（Ss）白起かすみ（As）

三原智行（Tb）山口涼子（Vn）藤沢祥衣（Acco）河村光司（Tuba） 

太田ピカリ（Ds）

ゲスト : 鈴木亜紀（Vo,P）AKIKO, KIKI（belly dance）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 24 日 ( 土 ) 

unbeltipo Trio  

前売￥3,500 当日￥4,000

今堀恒雄（G）

ナスノミツル（B）

佐野康夫（Ds）

◎新宿ピットインにて、1/8 よりチケット（予約可）前売り開始。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 月 25 日 ( 日 ) Ubiquitous（ユビクトス）　

￥3,500

金子飛鳥（Vn）鬼怒無月（G）ヤヒロトモヒロ（Per）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 村田陽一 3DAYS  ■  
￥3,500

2 月 26 日 ( 月 ) 4 Bone Lines

村田陽一（Tb, Loops）

古賀慎治 , 池上 亘 , 篠崎卓美（Tb）

2 月 27 日 ( 火 ) HOOKUP

村田陽一（Tb）

石成正人（G）

小松秀行（B）

佐野康夫（Ds）

ほか

2 月 28 日 ( 水 ) ORCHESTRA

村田陽一（Tb）松島啓之奥村 晶（Tp）

山本 拓夫 , 津上研太（Sax）

青木タイセイ（Tb）三好功郎（G）

一本茂樹（B）佐 野康夫（Ds）

ほか

2月の新宿ピットイン　　【夜の部】

SHINJUKU PIT INN
〒 160-0022
2-12-4 ACCORD BLDG. B1 
Shinjuku shinjuku-ku Tokyo JAPAN

☎ 03-3354-2024
http://www.pit-inn.com

The live line!
開場 PM7:30    開演 PM8:00    ￥3,000 〜 (1DRINK 付 )

長見 順

南 博

板橋文夫

スティーブ・エルマー

unbeltipo Trio

村田陽一

014



016 017
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NEW DISC INDEX

carco
 carco-0008  
　 ¥2,500（税込）

渋谷毅・石渡明廣

月の鳥

ふたりが紡いでいく演奏は微かに甘く馥郁とし
た風を運んでくる。　その自然に向こうからやっ
てくる風こそ音楽の喜びと言うべきだろう。

2006/12/20
Release

01. Talk about walking through
02. 月の鳥
03. 影響の記憶
04. Sing  in  exit
05. Body  and  soul
06. Obscure  steps
07. Mr.Monster
08. 深く、ゆっくり、上へ

渋谷毅（p） / 石渡明廣（g）

OMAGATOKI
 OMCX-1163  
　 ¥2,100（税込）

トリオ・カマラ

トリオ・カマラ

60 年代サラヴァ・レーベルのジャズ・ボッサ名
盤が遂に国内初 CD 化！

2007/1/24
Release

01. ビリンバウ / 02. ナゥン・テン・ソルサゥン
03. ビア / 04. ナッスェンチ / 05. エストラーダ・ド・ソウ
06. ウッパ・ネギーニョ / 07. 祈りのかたち
08. シェガンサ / 09. ノア・ノア
10. ムイト・ア・ヴォンタージ / 11. サンバ・ノーヴォ

フェルナンド・マルチンス（p） / エヂソン・ロボ（b）
ネウソン・セーハ・ヂ・カストロ（ds）

インパートメント
 RCIP-0103  
　 ¥2,625（税込）

マリアーナ・バルタール

ウマ・ダマ・タンベン・ケル・シ・ヂヴェルチール

テレーザ・クリスチーナ、アナ・コスタに続く
Samba-Nova 新星美形女性ボーカル！柔らかで
コケティッシュなボーカルながら、レパートリー
は本格派。新たなソフト・サンバの傑作がつい
に国内盤リリース！

2007/1/22
Release

01. PRESSENTIMENTO / 02. DEIXA COMIGO
03. BALA COM BALA / 04. ZUMBI / 05. RALADOR
06. VAI COM DEUS / 07. INSENSATEZ
08. FITA MEUS OLHOS
09. OBSESSAO-VAI, MAS VAI MESMO-ME DEIXA EM PAZ
10. SECAO 32 / 11. DONA BIU
12. O PISTON DO BARRIQUINHA / 13. SAMBA DA ZONA
14. SUSPENSO NO AR

インパートメント
 SWIP-7501  
　 ¥2,300（税込）

Black Gold Massive

stories

UK ソウル・アシッドジャズを受け継ぐ、アーバ
ンで爽やかなサウンドを聞かせてくれるのは UK
出身のユニット、ブラックゴールド・マッシブ

2007/1/19
Release

01. Just Make A Move (and be yourself)
02. Cast No Shadow / 03. Don't Give Up Now
04. Call Me Anytime / 05. When Did You Go
06. Set Me Free (featuring Swamburger)
07. Let It Flow (Sausalito Calling) / 08. I Do
09. Introduce Me To Love / 10. Sometimes it Snows In April
11. Don't Give Up Now (Piano Version)
12. Don't Give Up Now (urban soul mix) ※ 
13. Set Me Free (D>TOUR VS CHRIS 'BLACKGOLD' 84 R>WORK)
※ 国内盤限定ボーナストラック

Vega Music Entertainment
 VGDWNF0011 
　 ¥2,940（税込）

ALLEN HINDS

BEYOND IT ALL

メロディアスな旋律とブルースのドライブ感、
JAZZ のセンスを合わせ持つギタリストアレン・
ハインズ最新作

2007/1/26
Release

01. Elegant Decadence / 02. Redland Road
03. Worn But Not Tattered / 04. Beyond It All
05. Kate and Dave’ s / 06. March 28Th
07. Now Really / 08. Bad Baby / 09. Closure

ゲスト
ランディ・クロフォード / ジミー・ハスリップ
ウィル・ケネディ　他

リスペクトレコード
 RES-118  
　 ¥3,000（税込）

登川誠仁

It's only セイ小（グヮ）
〜ザ・ベスト・オブ・登川誠仁 1975-2004 〜

沖縄のおじいと言えばこの人！沖縄のジミ・ヘ
ンドリクスとも形容される、沖縄民謡界を代表
するセイ小、75 歳を祝う初めてのベスト！

2007/2/14
Release

01. 緑の沖縄 （with ソウル・フラワー・ユニオン） / 02. 忠
孝の歌 （泡盛『忠孝』ＣＭ曲） / 03. 嘉手久 （with 嘉手苅林
昌） / 04. アッチャメー小 （初ＣＤ化音源） / 05. ペストパー
キンママ （with 照屋林助） / 06. 安里屋ユンタ / 07. スーキ
カンナー （with 知名定男） / 08. ナークニー / 09. 富原ナー
クニー（宮古音）〜はんた原 / 10. 酒ぐせ口説 / 11. 白雲
節 （映画『ホテル・ハイビスカス』エンディングテーマ） / 
12. 戦後の嘆き / 13. 油断しるな （2001 年 3 月 30 日沖縄市
でのライブ音源） / 14. 石川かぞえ唄 （2001 年 3 月 30 日沖
縄市でのライブ音源） / 15. 軍歌たべたいなあ （露営の歌） / 
16. じいちゃん　ばあちゃん / 17. カイサレー / 18. 新デン
サー節 / 19. ヒヤミカチ節 / 20. 多幸山 （with 嘉手苅林昌） / 
21. なりたい節 （with ソウル・フラワー・ユニオン）　

Storyville/M&I
 MYCJ-30511  
　 ¥2,200（税込）

トーマス・クローセン・トリオ

サーム

デクスター・ゴードンに認められ、ジャッキー・
マクリーンと初録音、マイルスとも共演 / 録音し
ているデンマーク・ジャズを継承する人気ピアニ
スト。暖かい知性を醸し出すオリジナルが逸品。

2007/1/17
Release

01. Psalm
02. Dancing In The Dark
03. Snehvides Drøm 
04. So Far
05. Skygger
06. To B.R.
07. Soft
08. Don't Look Back
09. Les Parapluies De Cherbourg (I'll Wait For You)

Thomas Clausen（p） / Mads Vinding（b） / Alex Riel（ds）

Storyville/M&I
 MYCJ-30512  
　 ¥2,200（税込）

マイケル・ヘイス

タッチダウン

弾力性溢れるピアノと骨の髄まで響くベース、
瞬時に反応するドラムスが織りなす歯切れの良
いインタープレイ。圧倒的説得力を持った三位
一体。

2007/1/17
Release

01. Touchdown / 02. Israel
03. Cheeky / 04. Rosebud
05. Five For Jan Johansson
06. Time For The Mohicans
07. Round Trip / 08. Blue Haze
09. Crane Dance

Michael Heise（p）
Larry Grenadier（b）
Ali Muhammed Jackson（ds）

Storyville/M&I
 MYCJ-30513  
　 ¥2,200（税込）

ハンク・ジョーンズ・トリオ

ジャズパー 91

名手そろい踏み。生涯現役ハンク・ジョーンズ (p)
が 1991 年にマッズ・ヴィンディング (b)、アル・
フォスター (ds) と繰り広げたピアノ・トリオの
理想型。美しいほどの完成度の高さがここにあ
る。

2007/1/17
Release

01. Pent Up House / 02. When Will I Know You?
03. Bloomdido / 04. Midnight Sun
05. Monk's Mood / 06. Quintessence
07. Bemsha Swing / 08. Up Jumped Spring
09. Bags' Groove / 10. Four

Hank Jones（p）
Mads Vinding（b）
Al Foster（ds）

Storyville/M&I
 MYCJ-30514  
　 ¥2,200（税込）

ケニー・ドリュー・トリオ

アット・ザ・ブリューハウス

ピアノ・トリオ・ブームのきっかけを作った、
ケニー・ドリューのハード・バッパーぶりが伺
える貴重なライブ・アルバム。 ３人の縦横無尽
な展開の中でドライブのきいたケニーの ' 熱い '
ピアノが楽しめる。

2007/1/17
Release

01. In Your Own Sweet Way
02. It Might As Well Be Spring
03. Hush-A-Bye
04. Bluesology
05. It Could Happen To You
06. You Don't Know What Love Is
07. All Blues

Kenny Drew（p）
Niels-Henning Ørsted Pedersen（b）
Alvin Queen（ds）

Storyville/M&I
 MYCJ-30515  
　 ¥2,200（税込）

クラウス・スオンサーリ

ミュージック・オブ・トム・ハレル

スオンサーリ (ds) が、盟友の鬼才トム・ハレル
(tp) に捧げたアルバム。最高潮のニールス・ラン・
ドーキー (p)、アグレッシブな N.Ø. ペデルセン (b)
と共にハレルの楽曲を敬愛こめて演奏した。　
オスローのレインボウ・スタジオにおける高品
質サウンドも魅力。

2007/1/17
Release

01. Journey To The Centre / 02. Buffalo Wings
03. Songflower / 04. Terrestris
05. Water's Edge / 06. Bell
07. Bright / 08. Serenity
09. Camera In A Bag

Klaus Suonsaari（ds）
Niels-Henning Ørsted Pedersen（b）
Nils Lan Doky（p）

M&I
 MYCJ-30408  
　 ¥3,000（税込）

岡安芳明

ノー・リグレッツ

円熟期に差し掛かった岡安芳明の新たな音楽的宣
言でもあるゴージャスな新作！
自己の内面に鳴り響くサウンドを、一切の妥協を
排し余すところなく表現しきった快作！！

2007/1/17
Release

01. Stuffy / 02. Time For Relax / 03. The Hustler
04. Blues For Sugar Ray / 05. It's Now Or Never
06. Mood Indigo / 07. Sharon / 08. Savanna
09. Groove Area / 10. How About You

岡安 芳明（G） / 香川 裕史（B）
高橋 幹夫（Ds） / 宇多 慶記（P）
岡 淳（Ts） / 片岡 雄三（Tb）
横山 達治（Per）

MODE
 MZCS-1108  
　 ¥2,400（税込）

リッチー・カミューカ

リッチー・カミューカ・カルテット 

ウエスト・コースト・シーンを代表するテナー奏
者、リッチー・カミューカの人気アルバムである
とともに MODE を代表する一枚。カール・パー
キンス、リロイ・ヴィネガー、など生粋のウエス
ト・コースター達と熱演を繰り広げるワン・ホー
ン・カルテットの名作。

2006/12/22
Release

01. ジャスト・フレンズ / 02. レイン・ドレイン
03. ホワッツ・ニュー / 04. アーリー・バード
05. ネヴァーザレス / 06. マイ・ワン・アンド・オンリー・ラヴ
07. ファイアー・ワン / 08. チェロキー

リッチー・カミューカ（ts） / カール・パーキンス（p）
リロイ・ヴィネガー（b） / スタン・リービー（ds）

MODE
 MZCS-1109  
　 ¥2,400（税込）

ハービー・ハーパー 

ハービー・ハーパー・セクステット

モダン・ジャズ・トロンボーンのソロイストとし
てウエスト・コーストで活躍した白人プレイヤー、
ハービー・ハーパーの数少ないソロ・アルバム。マー
ティ・ペイチ、レッド・ミッチェル、メル・ルイ
スなど人気プレイヤーはじめ、無名のテナー奏者、
ジェイ・コーレのプレイも光る 2 管アルバム。

2006/12/22
Release

01. ジェイズ・チューン / 02. リトル・オーファン・アニー
03. クロエ / 04. レッツ・フォール・イン・ラヴ
05. スカイラーク / 06. ロング・アゴー・アンド・ファー・アウェイ
07. ザッツ・フォー・シュア

ハーピー・ハーパー（tb) / ジェイ・コーレ（ts)
ハワード・ロバーツ（g) / マーティ・ペイチ（p)
レッド・ミッチェル（b) / フランキー・キャップ（ds)
メル・ルイス（ds)

MODE
 MZCS-1110  
　 ¥2,400（税込）

ペッパー・アダムス 

ペッパー・アダムス・クインテット

ジェリー・マリガンと並ぶ人気バリトン・サック
ス・プレイヤー、ペッパー・アダムスの記念すべ
き初リーダー作。若さ溢れる力強いプレイとウエ
スト・コースト風のライトでハード・バップ感溢
れる一枚。

2006/12/22
Release

01. アンフォゲッタブル
02. ビーズと腕輪
03. フレディー・フルー
04. マイ・ワン・アンド・オンリー・ラヴ
05. ムエジン

ペッパー・アダムス（bs） / スチュ・ウィリアムソン（tp）
カール・パーキンス（p） / マーティ・ペイ（p）
リロイ・ヴィネガー（b） / メル・ルイス（ds）

MODE
 MZCS-1111  
　 ¥2,400（税込）

ウォーン・マーシュ

ウォーン・マーシュ・カルテット

トリスターノ派の優等生でありながらおおらかで
心あたたまるプレイで多くのジャズ・ファンの心
を掴んだサックス・プレイヤー、ウォーン・マー
シュの絶頂期のアルバム。スタンダード・ソング
のテーマ・メロディを大切にした彼の代表作。

2006/12/22
Release

01. ユー・アー・トゥー・ビューティフル
02. ニューヨークの恋
03. プレイ・デル・レイ
04. アド・リビド
05. エヴリシング・ハプンス・トゥ・ミー
06. イッツ・オールライト・ウィズ・ミー

ウォーン・マーシュ（ts） / ロニー・ボール（p）
レッド・ミッチェル（b） / スタン・リービー（ds）
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MODE
 MZCS-1112  
　 ¥2,400（税込）

ヴィクター・フェルドマン

ヴィクター・フェルドマン・オン・ヴァイブス

イギリスが生んだモダン・ジャズ・ヴァイヴの
ヴァーチオーゾ、ヴィクター・フェルドマンがモー
ドに残した貴重なリーダー・アルバム。我国でも
人気の高いコンテンポラリー盤と並ぶリラックス
した好盤。

2006/12/22
Release

01. フィデリアス
02. スクィーズ・ミー
03. スウィート・アンド・ラヴリー
04. ベース・リフレックス
05. チャート・オブ・マイ・ハート
06. ウィルバーズ・チューン
07. イヴニング・イン・パリ

ヴィクター・フェルドマン（vib） / フランク・ロソリーノ（tb)
ハロルド・ランド（ts） / カール・パーキンス（p）
リロイ・ヴィネガー（b） / スタン・リービー（ds） 

MODE
 MZCS-1113  
　 ¥2,400（税込）

マーティ・ペイチ

マーティ・ペイチ・トリオ

アート・ペッパーとの共演で知られる名アレン
ジャー、マーティ・ペイチが、ピアニストとして
の力量を世に知らしめた代表作が待望の紙ジャケ
化！サポートにウエスト・コーストを代表するプレ
イヤー、レッド・ミッチェルとメル・ルイスを従
えた人気アルバム。ピアノ・トリオ・ファンやウ
エストコースト・ジャズ・ファンには堪らない一枚。

2007/1/24
Release

01. アイ・ハドント・エニワン・ティル・ユー
02. ザ・ファクツ・アバウト・マックス
03. ダスク・ライト / 04. ザ・ニュー・ソフト・シュー
05. ア・ダンディ・ライン / 06. エル・ドラド・ブルース
07. ホワッツ・ニュー
08. バイ・ザ・リヴァー・セイント・マリー

マーティ・ペイチ（p） / レッド・ミッチェル（b）
メル・ルイス（ds）

MODE
 MZCS-1114  
　 ¥2,400（税込）

バーニー・ニーロウ

バーニー・ニーロウ・トリオ

後年ピーター・ネロと名乗り、イージー・リスニン
グの世界に身を投じ一世を風靡したバーニー・ニー
ロウの貴重なジャズ・ピアノ・トリオ・アルバム。
幼少の頃からクラシック音楽を学びコンサート・
ピアニストを目指していた彼がアート・テイタム
との出会いからジャズに目覚め、そして創り上げ
たクラシックとジャズが見事に調和した隠れ名盤。

2007/1/24
Release

01. スクラッチ・マイ・バッハ / 02. 木の葉の子守唄
03. 春の如く / 04. アワー・ラヴ・イズ・ヒア・トゥ・ステイ
05. レッズ・ロンプ / 06. ゼア・ウィル・ネヴァー・ビー・
アナザー・ユー / 07. ラヴ・フォー・セール
08. ホワット・イズ・ディス・シング・コールド・ラヴ
09. ハウ・アバウト・ユー

バーニー・ニーロウ（p） / マックス・ウエイン（b）
ディック・ステイン（ds）

MODE
 MZCS-1115  
　 ¥2,400（税込）

ジョアン・グラウアー

ジョアン・グラウアー・トリオ

ホレス・シルバーやハンプトン・ホーズに強く影
響された幻の美人ピアニスト、ジョアン・グラウ
アーの稀少なリーダー・アルバム。その美貌を生
かした肖像画によるアート・ワークと女性らしい
端正なピアノ・タッチから生み出されたフレッシュ
なサウンドなどでピアノ・トリオ・ファン必携の
アルバム。

2007/1/24
Release

01. ムード・フォー・モード / 02. ジョーンズ嬢に会ったかい
03. インヴィテイション
04. ハッピー・イズ・ザ・シープハーダー
05. 四月の想い出 / 06. ダンシング・ナイトリー
07. アイム・グラッド・ゼア・イズ・ユー
08. ザ・ソング・イズ・ユー

ジョアン・グラウアー（p） / バディ・クラーク（b）
メル・ルイス（ds）

まぼろしの世界
 MABO-023  
　 ¥2,625（税込）

Salle Gaveau

Alloy

鬼才鬼怒無月がアストルピアソラの音楽へのオ
マージュを表明しつつ、その意思を受け継ぎ現
代に蘇らせるべく生まれた Salle Gaveau, 衝撃
のファーストアルバム。

2007/2/18
Release

01. Alloy / 02. Parade / 03. Null set
04. Seven Steps to "Post Tango" 
05. Tempered Elanl / 06. Pointed Red
07. Calcutta / 08. Arcos / 09. Crate

鬼怒無月（g）
喜多直毅（vln）
佐藤芳明（acc）
鳥越啓介（contrabass）
林正樹（pf）

OCTAVE LAB.
 OTLCD-1054  
　 ¥2,500（税込）

ALTON MILLER

SOULS LIKE MINE

オリジナルデトロイトアーティスト随一の正当
派ディープハウスオリジネータ−、アルトン・
ミラーが４年ぶりに待望のニューアルバム “Soul 
Like Mine” をリリース！

2007/2/10
Release

01. Between The Middle / 02. Possibilities Featuring Lady 
Linn / 03. Souls Like Mine ++ / 04. Don't Close Your Eyes 
Featuring Angelique / 05. Choose To Believe Featuring 
Sky / 06. Knowledge Of the Pigmies / 07. Long Time 
Comin' Featuring Nonie / 08. Find A Way ++ / 09. Time 
Is On Our Side ++ / 10. Malaku / 11. Beautiful Brown 
People
++ Vocalist By Altom Miller
BONUS TRACKS FOR JAPANESE EDITION
*12. Possibilities（Little Big Bee Remix）
*13. Time Is On Our Side（DJ Nori Remix）

OCTAVE LAB.
 OTLCD-1055  
　 ¥2,500（税込）

ALTON MILLER

SELECTED WORKS

最新作 “SOULS LIKE MINE” と同時発売される待望のベスト版
“SELECTEDWORKS” !!! 90 年代以降デトロイトの数々の名門レーベ
ルから名作シングル作品を数多くリリースしたデトロイトディー
プハウスシーンを代表するクリエーター / ヴォーカリスト、アル
トン・ミラーの足跡をコンパイルしたコンピレーション作品！

2007/2/10
Release

01. A Minor “ Simple Pleasures” From Muse Recordings  July 2002 / 
02. Miller/Scott Project “ It's Gonna Be Alright” From  KMS Records 
in 1994 / 03. Aphrodisiac “ Dusk” From Serious Grooves  in 1993 
/ 04. Alton Miller project “ Been There” From  Instant Grooves 
in 2001 / 05. Alton Miller “ Clouds Are Gone” From Deeper  Soul 
recordings 2005 / 06. Alton Miller “ Shine On Me” From Mahagoni 
Music/Peacefrog 2002/2003 / 07. Alton Miller “ Paradise” From Track 
Mode  Records in 2001 / 08. Alton Miller “ Exstasoul” From Planet 
E  in 1999 / 09. Alton M. “ Bliss” From M3 records 1997 / 10. Alton 
Miller/Aphrodisiac “ progressions” From  Guidance recordings in 
1998 / 11. Alton Miller “ No Good Byes” From Peacefrog  2003 / 12. 
Alton Miller “ Chasing Dreams” From Moods  and Grooves 2002

avex io
 IOCD-20200  
　 ¥3,150（税込）

渋さ知らズ

渋響

渋さ史上初　DSD Recording "SACD HYBRID 渋
さ " 登場！生気躍動する音、美しいうたもの渋
さ文学。" 世界を股にはさんで " 躍進する「渋さ」
の Jazz、Rock、Pops の決定版！世界でも稀な
驚愕のダイナミック・サウンドで登場！！

2007/1/10
Release

01. Fight on the corner　
02. 鰤風　
03. a song for One
04. Dust song　
05. 有限会社中嶋材木店
06. P-Chan 〜 Rearrange 〜
07. We are a Fisherman Band
08. a theme for Inuhime

avex io
 IOBD-21035 
　 ¥4,980（税込）

渋さ知らズ

渋旅初め

06 年、単独公演でこれまで最も動員数を記録し
た「渋旅初め」Shibuya O-EAST LIVE を８台に
も及ぶカメラで捉え、渋さの生き生きと動く様
をリアルに且つダイナミックに描いた総合舞台
芸術の決定版！

2007/2/14
Release

01. New Gate / 02. 股旅
03. 火男 / 04. 犬姫のテーマ
05. ひこーき / 06. 泥家族のうた
07. Naadam / 08. 本多工務店のテーマ
09. 仙頭 / 10. すてきち

【VIDEO CLIP】
渚の男

ビーンズ・レコード
 BNSCD-731  
　 ¥2,940（税込）

シルビア・イリオンド

オホス・ネグロス - 黒い瞳 -

ネオ・フォルクローレ・ヴォーカリスト、シル
ビア・イリオンドが繰り広げる静寂で美しい世
界が心地よく響きわたる神品。

2007/1/14
Release

01. ささやかな火の粉が
02. ジャ・メ・ボイ・ジェンド
03. 懐かしいサンティアゴ・デル・エステロ
04. 紫の花 / 05. グァンパーダ / 06. ナクナナ
07. 島の女 / 08. 私は孤児 / 09. アル・ランチョ・ボルビ
10. 大瓶から / 11. コプラス・シン・ルナ
12. 私の小さな村 / 13. つむじ風 / 14. トロ・ジャジュカ
15. 川の囁き、褐色の砂 / 16. セレナータ・デル 900
17. 川縁の小屋 / 18. いずれ私も逝くから
19. ジャ・メ・ボイ

シルビア・イリオンド

カザーナ・レコーズ
 KZND-0001  
　 ¥2,415（税込）

タカシタール

ジャンタル・ナイト

ラーガに基づく瑞々しいメロディーが次々とあ
ふれ出す！ ピンクシティ・ジャイプールの月夜
を満たす東京発インディアン・チルアウト
　　  　　　　　　　　　　       By サラーム海上

2007/1/14
Release

01. Jantar Night (Prakash) / 02. Ki Kobor
03. Lal Haveli / 04. Aloo 65 / 05. Chandi
06. Jai Singh / 07. 3.5 Marg
08. Raat Ki Rani (Bou Pagla)
09. Malika / 10. Kailasleep
11. Bye Bye Puja / 12. Jantar Night (Rashi)
13.Raat Ki Rani (Salmon cooks U-zhaan edition)

タカシタール

ビーンズ・レコード
 BNSCD-8829  
　 ¥2,940（税込）

オパ・クパ

ホテル・アルバニア

オパ・クパは 1999 年、南イタリアの、個性的で、
独特のバロック芸術で埋め尽くされた街、レッ
チェで結成されました。そのイタリア + バルカ
ンが生み出すサウンドはジプシー・ブラスと同
様に、ズンチャズンチャとした高速フレーズが
随所に飛び出し、またジャジー！中でも美しく
力強いエネルギーを感じさせる女性ヴォーカル、
Irene Lungo の声は圧巻であり、耳に心地よく
響き渡ります。

2007/1/21
Release

01. Ligonziana / 02. Kararia / 03. Allegria Di Naufragi
04. Byala Stala / 05. Sotu Sotu / 06. Stelle Salenti
07. Litalea / 08. Liyepa Hayeria
09. Las Mille E Una Noche / 10. Parada
11. Chiari Di Luna / 12. Ekland 9 / 13. Muye Enye
14. Balkan Games / 15. Yake In Albania Hotel

オパ・クパ

ビーンズ・レコード
 BNSCD-732  
　 ¥2,940（税込）

リヒア・ピロ

ボディ＆ソウル〜ジャズ＆ボッサ・スタンダーズ

アルゼンチンの唄姫！注目のスタンダード・ア
ルバム！！

2007/1/28
Release

01. Body and Soul / 02.  God Bles The Child
03. Waltz For Debby / 04. Don't Explain
05. Speak Low / 06. Chega de Saudade
07. Anos Dourados / 08. Message In A Bottle
09. Night And Day / 10. Cray Me A River
11. Aummertime / 12. Angel Eyes

リヒア・ピロ

THINK!
 THCD-037  
　 ¥2,520（税込）

佐々木秀人・関根敏行カルテット +1

ストップ・オーヴァー

若かりし頃のジャズ・ジャイアンツ達を彷彿さ
せる、ガッツに溢れる演奏に胸を打たれずには
いられない。忘れかけているジャズ本流のあり
ようというものを思い出させてくれる原点回帰
の 1 枚。

2007/2/2
Release

01. CAROLE'S GARDEN
02. SOULTRANE
03. TURQUOISE TWICE
04. LITTLE B'S POEM
05. STOP OVER

佐々木秀人（tp） /  渡辺典保（as） /  関根敏行（p）
 成田敬（b） /  黒崎隆（ds）

THINK!
 THCD-038  
　 ¥2,520（税込）

関根敏行トリオ

ストロード・ロード

コアなマニアにより発掘され噂となったが、限
定 200 枚プレスという入手困難な LP のためピ
アノトリオファンの間で最も CD 化が望まれて
いた作品。老舗ライヴハウス " サムタイム "( 吉
祥寺 ) の初代ハウス・ピアニスト、関根敏行が
ダイナミックに弾きまくる、1978 年 3 月 3 日
の奇跡。

2007/2/2
Release

01. STRODE ROAD
02. UP JUMP TO SPRING
03. LOVE FOR SALE
04. WILL YOU STILL BE MINE
05. DETOUR AHEAD
06. I COULD WRITE A BOOK
07. DEXTERITY

関根敏行（p） / 成田敬（b） / 黒崎隆（ds）

DIW THE GARDEN
 DG-28  
　 ¥2,500（税込）

playa

Band collected with groove magnetism

グルーブ磁気によって集められたバンド・・・
LIVE の 雰 囲 気 を 元 に 初 の 完 全 バ ン ド レ コ ー
ディングに臨んだベスト・アルバム !!MIX TAPE

「ROUTINE JAZZ」 や MIX CD「PREMIUMCUTS」
収録のヒット・ナンバー「NEW MORNING」や「I 
LIKE IT」の再演も収録。

2007/2/2
Release

01. Mondo Radio / 02. Mondo Trash
03. Welcome Happiness / 04. Rainbow Storm
05. Beautiful Boy / 06. New Morning / 07. New Dayz
08. Problem77 〜 Alwayz 〜 Still / 09. What Will Be True?
10. Sweet & Spicy / 11. I Like It / 12. Pretty Girl
13. Mondo Radio

KATOKUNNLEE（G.etc） / Yuichi Hokazono（Ds）
Nagata Norimasa（B） / Sugames Japon（Key）
Yoichi Izawa（Steel Pan） / Mie（Vo） / yuiave（Vo）
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INFORMATION

ジェシ・ヴァン・ルーラー

【日時】 2 月 9 日 ( 金 ) 
【場所】 モ ー シ ョ ン ・ ブ ル ー ・ ヨ コ ハ マ  TEL：045-226-1919 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 10 日 ( 土 )・2 月 11 日 ( 日 ) 
【場所】 東 京 丸 の 内 　 コ ッ ト ン ・ ク ラ ブ  TEL：03-3215-1515 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 12 日 ( 月 ) 
【場所】 大 阪 　 ジ ャ ズ オ ン ト ッ プ TEL：06-6341-0147 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

来日メンバー：
ジェシ・ヴァン・ルーラー（ｇ）
ベルツ・ヴァン・デン・ブリンク（ｐ）

ジェシ・ヴァン・ルーラー２年ぶりの来日決定！

春日クリスティ宏美

【日時】 2 月 22 日 ( 木 ) 
【場所】 関 内 A P P L E 　 TEL：045-641-3396
【出演】 デ ュ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 高 嶋  宏 ( G t )

http://blog.goo.ne.jp/pianobarapple
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 23 日 ( 金 ) 
【場所】 代 官 山 C a n d y 　 TEL：03-5428-3311
【出演】 カ ル テ ッ ト ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 安 田  幸 司 ( B s )

　　　　　　　　　　 藤 井  学 ( D s ) 、 他 未 定
http://music-candy.com/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 24 日 ( 土 ) 
【場所】 有 楽 町  季 立 　 TEL：03-3575-0315
【出演】 ト リ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 安 田  幸 司 ( B s )

　　　　　　　　 ジ ー ン 重 村 ( D s )
http://homepage2.nifty.com/jazzbar_kiri/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 26 日 ( 月 ) 
【場所】 関 内 B a r B a r B ar 　 TEL：045-662-0493
【出演】 カ ル テ ッ ト ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 岡  淳 ( S a x )

　　　　　　　　　　 早 川  哲 也 ( B s ) 、 藤 井  学 ( D s )
http://www.barbarbar.jp/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 27 日 ( 火 ) 
【場所】 吉 祥 寺 S t r i n g s 　 TEL：0422-28-5035
【出演】 ト リ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 早 川  哲 也 ( B s )

　　　　　　　　 藤 井  学 ( D s )
http://www.jazz-strings.com/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 28 日 ( 水 ) 
【場所】 阿 佐 ヶ 谷 ク ラ ヴ ィ ー ア 　 TEL：03-3393-0418
【出演】 デ ュ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 増 根 哲 也 ( B s )

http://www.bekkoame.ne.jp/~h.yamakawa/
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 3 月 1 日 ( 木 ) 
【場所】 鎌 倉 ダ フ ネ 　 TEL：0467-24-5169
【出演】 ト リ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 加 藤  真 一 ( B s )

　　　　　　　　 藤 井  学 ( D s )
http://daphne.cool.ne.jp/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 3 月 2 日 ( 金 ) 
【場所】 目 黒 J a y - J ’ s  C a f e 　 TEL：03-3491-3420
【出演】 ト リ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 加 藤  真 一 ( B s )

　　　　　　　　 藤 井  学 ( D s )
http://www.jay-js.jp/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 3 月 3 日 ( 土 ) 
【場所】 立 川 ジ ェ シ ー ・ ジ ェ イ ム ス 　 TEL：042-525-7188
【出演】 ト リ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 早 川  哲 也 ( B s )

　　　　　　　　 橋 本  学 ( D s )
http://homepage2.nifty.com/jessejames-tachikawa/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 3 月 4 日 ( 日 ) 
【場所】 西 新 井 カ フ ェ ・ ク レ ー ル 　 TEL：03-3880-6645
【出演】 ト リ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 上 村  信 ( B s )

　　　　　　　　 藤 井  学 ( D s )
http://www.adachi.ne.jp/users/clair/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 3 月 5 日 ( 月 ) 
【場所】 吉 祥 寺 S O M E T I M E 　 TEL：0422-21-6336
【出演】 ト リ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 上 村  信 ( B s )

　　　　　　　　 藤 井  学 ( D s )
http://www.sometime.co.jp/sometime/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 3 月 6 日 ( 火 ) 
【場所】 横 浜 ジ ャ ズ ス ポ ッ ト ・ ド ル フ ィ ー 　 TEL：045-261-4542
【出演】 ト リ オ ： 春 日 ク リ ス テ ィ 宏 美 ( P f ) 、 佐 々 木  悌 二 ( B s )

　　　　　　　　 藤 井  学 ( D s )
http://www.dolphy-jazzspot.com/

〜 JAPAN TOUR 2007 〜

早坂紗知

【日時】 1 月 27 日 ( 土 ) 
【場所】 池 袋 西 口 バ レ ル ハ ウ ス 　 TEL：03-3986-2871
【出演】 早 坂 紗 知 、 カ ル メ ン ・ マ キ （v o ）、 永 田 利 樹 （b ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 3 日 ( 土 ) 
【場所】 埼 玉 県 上 尾 市  D O N
【出演】 M i n g a / 早 坂 紗 知 、 永 田 利 樹 （b ）、 新 澤 健 一 郎 （p ）

　　　　コ ス マ ス ・ カ ピ ッ ツ ァ （p e r ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 4 日 ( 日 ) 　昼の部（14:00~17:00)
【場所】 吉 祥 寺 サ ム タ イ ム 　 TEL：0422-21-6336
【出演】 早 坂 紗 知 、 新 澤 健 一 郎 （k e y ）、 永 田 利 樹 （b ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 7 日 ( 水 ) 
【場所】 野 毛 D o l p h y 　 TEL：045-261-4542
【出演】 m i n g a / 早 坂 紗 知 、 新 澤 健 一 郎 （k e y ）、 永 田 利 樹 （b ）、

　　　　コ ス マ ス ・ カ ピ ッ ツ ァ （p e r ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 11 日 ( 日 ) 
【場所】 吉 祥 寺 C h a C h a  H o u s e 　 TEL：0422-20-6730
【出演】 M i n g a  S e n e g a l /  早 坂 紗 知 、 永 田 利 樹 （b ）、

　　　　新 澤 健 一 郎 （k e y ）、 コ ス マ ス ・ カ ピ ッ ツ ァ （p e r ）、
　　　　ワ ガ ン ・ ン ジ ャ エ ・ ロ ー ズ ( p e r ) 、
　　　　ア ブ ド ゥ ・ バ イ フ ァ ル （ d a n c e , v o , d j e m b e )

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 24 日 ( 土 ) 
【場所】 六 本 木 ア ル フ ィ ー 　 TEL：03-3479-2037
【出演】 m i n g a / 早 坂 紗 知 、 新 澤 健 一 郎 （k e y ）、 小 畑 和 彦 （g ）、

　　　　永 田 利 樹 （b ）、 コ ス マ ス ・ カ ピ ッ ツ ァ （p e r ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

バースデイコンサート vol.21
【日時】 2 月 26 日 ( 月 ) 
【場所】 江 古 田 バ デ ィ 　 TEL：03-3953-1152
【料金】 前売：￥3800　 当日：￥4200 ( １drink 付）

　　　　スターラップクラブ会員予約：￥3500
【出演】 早 坂 紗 知 、 山 下 洋 輔 （p ）、 つ の 犬 （d r ）、永 田 利 樹 （b ）、

　　　　コ ス マ ス ・ カ ピ ッ ツ ァ （p e r ）、 大 儀 見 元 （p e r ）
　　　　ゲ ス ト ： カ ル メ ン ・ マ キ （v o ）

六本木 Super Deluxe LIVE INFO　TEL：03-5412-0515

Chris Mosdell and the Incendiary Orchestra
【日時】 1 月 23 日 ( 火 )　Open 19:00 / Start 20:00 
【料金】 ¥1,000
【出演】 C h r i s  M o s d e l l  ( p o e t r y ) ,  M i c h i y o  Y a g i  ( k o t o ) , E d g a r  K a u t z n e r  ( v i o l i n ) ,  

　　　　　　A n d y  M a t s u k a m i  ( T a b l a ) , R i e  T e r a d a  ( J a p a n e s e  r e n d i t i o n )
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

live FAR 9
【日時】 1 月 27 日 ( 土 )　Open19:30 / Start 20:30 
【料金】 前売：¥2 ,3 0 0  ( ド リ ン ク 別 )  当日：¥2 ,8 0 0  ( ド リ ン ク 別 )
【出演】 1 s t .  セ ッ ト : 

　　　　藤 乃 家  舞  ( Y a m p  K o l t ,  e t c . ) 、 カ イ ロ ジ  ( v o i c e ) 、
　　　　　 藤 掛 正 隆  ( d r .  &  Y a m p  K o l t  s p r i n g ) 、
　　　　　　U - 1  ( Y a m p  K o l t  s p r i n g ) 、 よ っ し ー  ( Y a m p  K o l t  s p r i n g ) 、
　　　　　　タ ブ ラ ・ ダ ー ア ウ ラ ノ イ ザ ズ  ( ハ ー プ  - 竪 琴 ) 、 永 戸 鉄 也  ( ラ イ ヴ ・ コ ラ ー ジ ュ )
　　　  2 n d .  セ ッ ト :
　　　 ピ ー ス ・ ピ ル  ( 浅 野 忠 信 / 岩 井 田 道 現 / 藤 乃 家 舞 / 茶 谷 雅 之 / 市 村 隼 人 ) 、 岸 本 智 也  ( V J )
  　　　           D J : ビ ヤ ・ マ イ ク

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

commune disc presents　Sound Room
【日時】 1 月 29 日 ( 月 )　Open 19:00 / Start 20:00 
【料金】 ¥2,000 (21:30 以降は ¥1,000)
【出演】 P h r o q  ( e l e c t r o n i c s )  +  h o fl i  ( g u i t a r ) D U O 、 ( h t t p : / / d . h a t e n a . n e . j p / h o fl i / )  

　　　　T o k y o  K i n b a - k u ：( 有 末 剛 / 卯 月 妙 子 / 沢 田 穣 治 / 稲 葉 明 徳 )
　　　　D J : ク ク ナ ッ ケ 、 K o j i m e 、 P a r i s - P e k i n  R e c o r d s  ( 虹 釜 太 郎 ) 、 Y a s u f u m i  S u z u k i

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

スピルキヤ２　〜大地の鼓動を SOIL POWER !!! 〜
【日時】 2 月 10 日 ( 土 )　Open 17:30 / Start 18:00 
【料金】 前売：¥2 ,5 0 0   当日：¥3 ,0 0 0  ( ド リ ン ク 別 )
【出演】 大 ピ カ 和 田 山 脈  B i g  M o u n t a i n  P I K A  W A D A  ( ピ カ チ ュ ウ  v s  和 田 晋 侍 ) 、

　　 　　　　増 子 真 二  ＋  w a t c h  M a n ( d s :  e x .  M e l t  B a n a n a ) 、
  　　　　　　煙 巻 ヨ ー コ  w i t h  迎 祐 輔  ( d s )  ＆  石 原 富 士 夫  ( s a x ) 、 オ ニ
http://blog.goo.ne.jp/spilkiya-usagi

LIVE INFOMATION
【日時】 1 月 25 日 ( 木 )　open 18:00  / start 19:30 
【場所】名古屋 K.D.Japon　 TEL：052-251-0324
【料金】 ¥2,000 + order
【出演】 s e d g e :

　　　　臼 井 康 浩 ( g ) 、鈴 木 茂 流 ( 永 久 持 続 音 ）、小 野 良 子 ( a s )
　　　　照 喜 名 俊 典 ( e u . t b ） ＋ か み む ら 泰 一 ( s a x ) 、 鳥 山 タ ケ ( d s )
　　　　U n o r t h o d o x  J a z z  Q u a r t e t ：　
　 　 　 鈴 木 茂 流 （ 永 久 持 続 音 ）、水 野 啓 （ ｇ ）、照 喜 名 俊 典 ( e u . t b ）
　 　 　 ＋ か み む ら 泰 一 ( s a x )  鳥 山 タ ケ ( d s )
http://www2.odn.ne.jp/kdjapon/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 1 月 30 日 ( 火 )　open 18:00  / start 19:00 
【場所】名古屋 Tokuzo　 TEL：052-733-3709
【料金】 前 売 ：¥2 , 5 0 0 　 当 日 ：¥2 , 8 0 0
【出演】 O N N Y K ( s a x ) 、中 谷 達 也 ( p e r ) 、河 崎 純 ( b )  T r i o

　 　 　 　臼 井 康 浩 ( g )  近 藤 久 峰 ( d s ) D u o
　 　 　 　K e i ( g )  平 尾 義 之 ( s a x )  D u o
http://www.tokuzo.com

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 1 月 31 日 ( 水 )　open 18:00  / start 19:30 
【場所】名古屋なんや　 TEL：052-762-9289
【料金】 ¥2,000 + order
【出演】 佐 藤 行 衛 ( g )  f r o m 韓 国 、臼 井 康 浩 ( g ) 　

　　　　鈴 木 茂 流 ( 永 久 持 続 音 ） 長 坂 均 ( t p ) 、小 野 良 子 ( a s )
http://www.nanyagokiso.com/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 3 日 ( 土 )　start 20:00 
【場所】高円寺 GOODMAN
【料金】 ¥1,200 + drink
【出演】 臼 井 康 浩 ( g )  鈴 木 茂 流 ( 永 久 持 続 音 ）

http://apaches.hp.infoseek.co.jp/goodman/
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 2 月 16 日 ( 金 )　open 18:00  / start 19:30 
【場所】名古屋なんや　 TEL：052-762-9289
【料金】 ¥2,000 + order
【出演】 高 岡 大 祐 （ t u b a ) 、照 喜 名 俊 典 ( t b . e u ) 、臼 井 康 浩 ( g )

　　　　石 渡 岬 ( t p ) 　
http://www.nanyagokiso.com/

シャルル・アズナブール

■大阪公演■
【日時】 2 月 3 日 ( 土 )　open 18:00  / start 19:00

　　　 2 月 4 日 ( 日 )　open 15:00  / start 16:00 
【場所】大阪フェスティバルホール
【料金】 S：¥ 1 8 , 0 0 0  A：¥ 1 3 , 0 0 0  プ レ ミ ア：¥ 2 3 , 0 0 0（ 全 席 指 定 / 税 込 ）
【問い合せ】 キ ョ ー ド ー チ ケ ッ ト セ ン タ ー 　 TEL：0 6 - 6 2 3 3 - 8 8 8 8
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■福岡公演■
【日時】 2 月 7 日 ( 水 )　open 18:00  / start 19:00 
【場所】福岡シンフォニーフォール
【料金】 S：¥ 1 7, 0 0 0  A：¥ 1 3 , 0 0 0  プ レ ミ ア：¥ 2 0, 0 0 0（ 全 席 指 定 / 税 込 ）
【問い合せ】 キ ョ ー ド ー 西 日 本 　 TEL：092-714-0159
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■東京公演■
【日時】 2 月 9 日 ( 金 )　open 18:00  / start 19:00

　　　 2 月 10 日 ( 土 )　open 15:00  / start 16:00 
　　　 2 月 11 日 ( 日 )　open 15:00  / start 16:00 

【場所】東京国際フォーラム　ホール A
【料金】 S：¥ 20, 0 0 0  A：¥ 1 5, 0 0 0  プ レ ミ ア：¥ 2 5, 0 0 0（ 全 席 指 定 / 税 込 ）
【問い合せ】 チ ケ ッ ト ス ペ ー ス 　 TEL：03-3234-9999
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■愛知公演■
【日時】 2 月 13 日 ( 火 )　open 18:00  / start 19:00 
【場所】愛知県芸術劇場　大ホール
【料金】 S：¥ 1 7, 0 0 0  A：¥ 1 3 , 0 0 0  プ レ ミ ア：¥ 2 0, 0 0 0（ 全 席 指 定 / 税 込 ）
【問い合せ】 サ ン デ ー フ ォ ー ク プ ロ モ ー シ ョ ン 　 TEL：052-320-9100

＊プレミア席は、アズナブールのサインを刺繍したシルク製ハンカチ付となります。
＊未就学児童は入場できません

〜“ラ・ボエムール最終章”
ありがとう、さよなら日本公演

お寺で倍音浴！
アルケミー・クリスタルボウルの第一人者、牧野持侑 ( じゅん ) の奏でる
美しい響きの体験！

【日時】 2 月 24 日 ( 土 ) 開場 13:30 / 開演 14:00 / 終演 16:00 予定 
【場所】 池 上 ・ 實 相 寺

　　　　http://www.ikegamijissouji.jp/index.htm
【料金】 ¥ 4, 20 0
【問い合せ】ピ ン ポ イ ン ト 　 TEL：03-3755-0073

　　　　http://www.pinpoint.ne.jp/event/

喜多直毅

【日時】 1 月 22 日 ( 月 ) 
【場所】 吉 祥 寺  M A N D A - L A 2 　 TEL：0422-42-1579
【出演】 S a l l e  G a v e a u ：

　　　　喜多直毅（vln）、鬼 怒 無 月（ g t ）、佐 藤 芳 明（ a c c ）林 正 樹（ p f ）、
　　　　鳥 越 啓 介 （ b a s s ）
http://www.mandala.gr.jp/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 1 月 27 日 ( 土 ) 
【場所】 荻 窪  ビ ス ト ロ サ ン ジ ャ ッ ク 　 TEL：03-3393-2639
【出演】 A l a h  B u n d o k i ：今井龍一（oud）喜多直毅（vln）

　　　　O r s o  B r u n o ：テディ熊谷（flute）檜山学（acc）
http://pomkn.cocolog-nifty.com/kikaku/

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 1 月 30 日 ( 火 ) 
【場所】 大 泉 学 園  in F　 TEL：03-3393-2639
【出演】 喜多直毅（vln）、吉 見 征 樹 （ t a b l a ）

http://homepage2.nifty.com/in-f/
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】 1 月 31 日 ( 水 ) 
【場所】 日 暮 里  Bar Porto　 TEL：03-3891-6444
【出演】 喜多直毅（vln）、柴田奈緒（vo,gt）

http://www.geocities.jp/barporto/
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

喜多直毅（vln）バンド ライヴ
【日時】 3 月 13 日 ( 火 ) 
【場所】 吉 祥 寺 S T A R  P I N E ' S  C A F E TEL：0422-23-2251 
【出演】 喜 多 直 毅 （ v l n ）、佐 藤 芳 明 （ a c c ）、鬼 怒 無 月 （ g t ）

　　　　黒 田 京 子 （ p f ）、吉  野 弘 志 （ b s ）、芳 垣 安 洋 （ d r ）
　　　　さ が ゆ き （ v o ）
http://www.mandala.gr.jp/spc.html



本誌編集長の当方見聞録！

1 月 8 日放送のテレビ東京『ロックフジヤ

マ』を観ながら、今年も（嗚呼、“ジャズ界の

マーティ・フリードマン” は登場しないもんだ

ろうか…）（一回のお試しでもいいから『ジャ

ズフジヤマ』を誰か企画してくれないものだ

ろうか…）と切に想った。近田春夫のポスト

は菊地成孔が埋めてくれそうだが（と書いて

も本人は気を悪くしないだろう）、「朋ちゃんの

〈I’ m proud〉なんか立派にロックじゃん！」

と実演で立証してくれるマーティ的なキャラ

がジャズ界には不在だし、斬新な切り口どこ

ろかジャズ番組の企画そのものがラテ界の水

面下で密かに進行されているなんていう噂も

トンと聞かない。Woo、ロックフジヤマ !!

新春明けのワイドショーをボケッと観てい

たら、恒例のハワイ入りした内田裕也が「矢

沢には負けないぜ !!」と常套句で吠えてい

た。1 月７日放送のフジテレビ『NEW YEAR 

ROCK FESTIVAL #34』もなんやかんや言

いながら結局、今年もながら鑑賞したので

御屠 蘇 期間の 気 分はさながら RockToday

（なんちゃって）編集長である（笑）。が、

RockToday も創れないか、というヨコシマな

考えは満ざら胸中にないでもなく、昨年ヨコ

ハマの名門ライヴハウス『Friday』でリボルバ

ーの BEATLES NIGHT を御機嫌初体験した

夜は結構マジでその可能性を脳裡で弾いて

みたりした。しかもこれを書きながら現在、

背後から流れているのはジョニー大倉の新譜

『JOHNNY IN BLUE』のサンプル音源なんだ

からアンタ、誰 !?　じつは初出社した昨日、

某喫茶店である方々と談笑していた際に「い

や、あのさぁ、RockToday ちゅ～のがあって

も面白いと思うんだよねえ（笑）」とか軽口を

カマしたら、暫し中空を眺めていた一人の先

輩から「としたら、もしね、JazzToday がそ

の要素を取り込むとして良いネーミングは何

かあるの？」と結構マジで訊かれたから多少

慌てて、その場は「う～ん…その名案が浮か

ばないんだよなぁ」と（笑）付きで誤魔化し

た次第。

でも彼らと別れ、越年の清算も済ませて

提出後、最寄り駅の書店で「戦後マンガ史

論をどう書くか」の特集を組んでいる『水声

通信』14 号を購入し、メトロに揺られながら

（本来の購入目的である）追悼◉小島信夫の

各文章を読んでいても心のどこかに先ほどの

先輩の言葉が引っかかっていたのか、Jazz と

Rock を合体させた（「ジャズロック」ではない）

巧い呼称を脳髄の路地裏でちらほらと探って

いるじぶんがいたりして。まあ、それはそれ、

本気で熟考しているわけでも、誰かから企画

書の提出を待たれている案件でもないから、

小島追悼企画のあとは巻頭の新連載に戻り、

『彼自身によるロラン・バルト』よりの引用で

あると説明される「書き出しを見つけたり、

それを書いたりするのが好きな彼は、この快

RockTodayって…
　アンタ、誰!?

楽を増やそうと試みる。彼が断章を書くの

はそのためなのだ。」という断章に頷きなが

ら、乗換駅の通路にある CASA に誘われて

麦酒と枝豆を頼んだのだが、「Jazz ＋ Rock

で Jack、JackToday かぁ !?」という何とも情

けないオチが浮上してきたのは豆が尽きた時

だった。我ながら木に登りたい気分である。

というオバカな夜が明けての翌日がまさに

本日なのだが、じつは大晦日～三が日を費や

しての毎春恒例書斎整理の際に不覚にもぎっ

くり腰をやってしまい、にも係わらずいったん

入稿作業や執筆を始めてしまうと一時間に一

回の休憩もついぞ忘れて没頭し、これ以上腰

に悪い仕打ちはない同一姿勢で打ち続けてし

まうものだから、今も痛いのなんのって箱根

駅伝をひた走る苦戦走者の表情にわが身を重

ねたりしつつも後半を書き切ろう…。

そんな腰痛編集者がこの越年期間、文字

どおり肌身離さず用を足すにも湯船に浸かる

際もメトロの対面に好みの異性が座ろうが一

切わき目もふらず（一瞥に留め）、開いては閉

じ閉じては開いて耽読し、カノジョの著作以

外は何も読まなかったという作家が目下、じ

ぶんの「読む恋人」である川上弘美の小説で

ありエッセイ集なんである。じつは昨年の後

半から突如、近年はトンと御無沙汰気味の現

代小説畑に踏み込んでこれまで未読の作家

群をとりあえず一冊ずつ読もうかと文庫を買

い次いできたのだが、前号でも触れた堀江敏

幸→星野智幸以降、保坂和志の『この人の閾

（いき）』を読破して（いやあ、評判の作家ば

かりとあって皆さん、巧いなぁ…）とひたす

ら関心。ここらで女性作家を挟もうと川上弘

美の芥川賞受賞作『蛇を踏む』に臨んだらも

う、出だしの「ミドリ公園に行く途中の藪で、

蛇を踏んでしまった。」からするすると引き摺

り込まれて、これまた度々引用される個所で

ある「蛇は柔らかく、踏んでも踏んでもきりが

ない感じだった。」的な弘美世界の仕掛けに

すくわれ、保坂和志→川上弘美→川上弘美

→川上弘美→川上…が今日の今日まで連なっ

て、どうやら現行の全著作を読破するまでは

抜け道は見い出せそうにない勢い。本当は時

たま、これまた年末に購入した高柳昌行著『汎

音楽論集』につかのまの浮気を試みたりもし

ているのだが、読破は次の入稿時まではかか

りそうなので今回は表紙を載せない。そんな

Jazz 離れの正月を過ごしているじぶんの身内

にはどこか後ろめたさ（？）もあったのか、

川上読みの背後では高柳関連の CD が何枚

も響いていたのだが…いざ還ろうか、音楽の

森へ。

text by 末次安里
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01. BABY BLUE / 02. Please Talk To Me
03. Do You / 04. Sexy Paradise
05. 君にむなさわぎ / 06. 恋の苦手な Teddy Boy
07. Wonderful You / 08. 愛が淋しい
09. ロンサム ジョニー ボーイ
10. Good-bye Last Song
11.You Knock Me Down / 12. 想い出のアニー

Guest Artist  ：  SAX/ CLARENCE CLEMONS

JOHNNY IN BLUE
ジョニー大倉

Webkoo
IWKCL-3030 ¥3,000( 税込）
2007/1/24 RELEASE

待望の 30 周年記念アルバム第二弾 ! !
ライブ映像「二人だけ」・「HEY MAMA 
ROCK & ROLL」DVD 特典付き ! !

01. グリーンスリーブス
02. ナルディス
03. イフ・アイ・ワー・ア・ベル
04. オブストラクション

銀巴里セッション
高柳 昌行と新世紀音楽研究所

three blind mice
MHCP-10023 　¥2,415( 税込）
2006/11/22 RELEASE

蛇を踏む ／川上弘美 
（文春文庫）

おめでとう ／川上弘美 
（新潮文庫）

溺レる ／川上弘美 
（文春文庫）

ゆっくりさよならをとなえる 
川上弘美 

（新潮文庫）



JT：兄弟それぞれが選んだ楽器に、各人の性格が反映されているとは思いま
せんか？
HJ：ハハハ、なるほどね。楽器がそれぞれの個性を表わしているのでは、と
いう言い方はもの凄く面白いと思うよ（笑）。ただ、実際に僕がピアノに進ん
だのは母の影響が凄く大きかったんだ。ピアノを選んでくれたのも母だし、「一
生懸命練習するんだよ」と熱心に教えてくれたのも母だったからね。それこ
そ母はヨーロッパに留学させたいというくらいの想いを抱いてたと思うしね。
でも、当時の情勢としてはなかなか渡航も難しく、費用も莫大という現実の
前に儘ならなかったというわけさ。
JT：でも、御自身もピアノとの相性の良さを感じられたわけですよね。
HJ：母の後押しがあって、私が自らピアノを選んだというよりも正直、ピアノ
が私を見つけてくれたという感じがあるんだな。で、サドに関しては父方の
一番若い叔父がイル・ジョーンズというトランペット・プレイヤーだったので、
彼に影響されたトコもあると思うね。実際にサドが一番最初に使ったトラン
ペットは、その叔父がプレゼントしてくれたものなんだよ。

Hank Jones | For My Father (JUST 209-2)
Recorded in New York City,2004

【前号のお詫びと訂正】　 33 号の当連載中、「ロバータ・ガンバリーニ」さんの表記
が「ロバート」と誤植されていました。関係各位にお詫びする同時にここで一文字
訂正させていただきます。            　　　　　　　　　　　　　　　　（本誌編集部）

JT：ああ、そうなんですか。残るはドラムとエルヴィンの出遭いですが…。
HJ：エルヴィンに関してはもう小さい頃からバディ・リッチとジョー・ジョー
ンズがとっても好きでね。ずうっと聴いてたし、僕が JATP の仕事でクリープ
ランドとかに行くと、当時空軍に入っていたエルヴィンがそのコンサートには
必ず来てね。上手く時間を見つけてはバディ・リッチに話しかけたりして（笑）。
だから僕が彼に与えた影響と言ってもその程度の、ちょっとした交流の手伝
いくらいでほとんど影響はないと思うんだ。弟たちは皆、それぞれの進む道
を見つけていったからね。
JT：似たような質問ですが、それぞれの創り出した音楽には性格的違いを感
じられますか？
HJ：その後、それぞれがやっていた音楽という面での質問に関しては正直、
ちょっと分からないな。ただ、本当に子供の頃の体験というか、家の中では
常時音楽が流れていたし、自動ピアノがあって僕はそれに魅了されちゃって

（笑）。人がいないのに鍵盤が動いて音を出すというのは凄い、と。それでピ
アノに引き込まれたというのもあるんだね。で、弟たちも多かれ少なかれ同じ
ように想っていたとは今にして思うな。
JT：原点は一緒だった、と。
HJ：そうだね。本当に家の中には何百枚と LP があって、それこそブルース
からビッグバンドまでいろいろあったんで。小さい、自分たちの住んでいる世
界だけではなくて、世の中にはもっともっと広く、こういう他の世界もあるん
だということをなんとなく気づいていた。それで自分たちの本当の嗜好に合う
ものをピックアップしていったという、そういう子供の頃の体験が全員に影響
しているように思いますね。
JT：では、一人の兄から観たサドとエルヴィンの、性格の違いはどうですか？
HJ：それも正直に言うとね、兄の立場から「弟は…」云 と々語ろうとすると同
時にというか、むしろ二人とも小さい当時から「素晴らしい才能を秘めている
ミュージシャンである」という部分が凄く意識されたし…本当に彼らは素晴ら
しい才能を持っているな、というのを子供の頃から気づかせてくれたからね。
JT：才能の最初の発見者、その一人でもあるわけですね。
HJ：サドに関しては皆さん、なかなか気づかれてはいないようで…本当に力
のある素晴らしいトランペッターでね。自分のバンドでは他の人にソロを取ら
せるからあまり脚光を浴びなかったんだけど、本当にトランペッターとしても
超一流だった。アレンジャーとしての才能は皆さんが御承知のとおりですが、
じつは彼はニューヨークに出る前はコメディアンとかダンサーのための音楽の
アレンジもやっていたコトがあってね。そうやってニューヨークに出てくる前
からめきめき頭角を現わしてきたんですよ。
JT:　現在、ジョーンズ家の中から後継者が出てきそうな流れはありますか？
HJ：いや、残念ながら（笑）。実際に家族は何人もいるし、それこそ皆が音
楽の道へ進んでもいいくらいの才能を持っているのに、最終的には誰も「音
楽の道」を職業としては選んでいないんだよね。
JT：ああ、そうですか。
HJ：たとえば僕らは「ジョーンズ三兄弟」なんて言われ方をしてきたけれども、
もう一人のポールという弟もピアノが凄く上手かった。なのに彼はピアニスト
になる道は選ばずに他の職業に就いたしね。彼の息子のポール Jr.もピアノの
才能が凄くあるのに、最終的には高校で教師をしていたりとか。他にもベー
スをやっていたり、アルトをやっている甥っ子がいたりするんだけれども皆、
最終的にはべつの道を選んでいるというのが現実だね。だから今、音楽を職
業にしているのはこの僕だけなんだよ（笑）。確かに「大変」といえば、大変
な仕事ではあるし。次から次へと仕事で家を空けて、ちょっとした “ホームレ

ス状態” じゃないけれども（笑）、うちにいないか
らね。そういう面が強いし、身近で見ている

と大変そうだなというふうに思ったのかも
しれないな。

ハンク・ジョーンズに
会ったんだ！

HANK JONES
JazzToday Special INTERVIEW

聞き手：JT（本誌編集長）

ジョーンズ三兄弟

連載第7回


